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　全国に大きな被害をもたらした台風19号。10月12日午後4時ごろ、市の南を流れる荒川が、氾濫危険
水位に達したため、氾濫の恐れありとの発表を受け、「警戒レベル4」避難勧告を発令。午後9時51分には、
気象庁より大雨特別警報が発令され、市内全域「警戒レベル5」避難指示（緊急）を発令しました。
　災害救助法の適用地域となった市内の被害の様子、その後の対応を緊急でお知らせします。

　去る10月12日に台風19号が関東地方を縦断し、
東北地方や関東甲信越地方で大きな被害が発生しま
した。不幸にも亡くなられた方々のご冥福をお祈り申
し上げるとともに、被災された皆様に心からお見舞い
申し上げます。
　行田市では、荒川が氾濫危険水位に到達する見込
みであったため、直ちに私を本部長とする災害対策本
部を設置しました。そして、皆様の尊い命を守るため、
関係機関と連携して情報発信や避難所の開設など
迅速に対処いたしましたが、残念ながら市内でも浸水
被害が発生してしまいました。被害に遭われた方々に
対して、お見舞い申し上げます。
　この台風の経験を活かし、総合的な防災対策を進
め、市民の皆様の安心・安全の確保に向けて、全力を
挙げて取り組んでまいりますので、ご理解とご協力を
お願いいたします。

� 行田市長　石井直彦

台風19号 被害と対応の様子

緊急対応履歴

市民の皆様へ台風19号による被害状況など

　
自
分
自
身
を

 

守
る
た
め
に
　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
や

職
場
の
浸
水
深
を
知
り
、
避
難
所

ま
で
の
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
使
っ
て
正
確
な
気
象
情
報

を
入
手
し
、
早
め
の
準
備
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
の
た
め
、
緊
急
時

の
持
ち
出
し
袋
な
ど
日
頃
の
備
え

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、自
分

で
は
難
し
い
こ
と
を
近
所
に
頼
ん

で
お
く
よ
う
な
「
共
助
」
を
意
識

し
、地
域
の
絆
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

市
が
提
供
で
き
る
「
公
助
」
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の
事
前

の
準
備
が
、
緊
急
時
の
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
す
こ
と
を
実
感
し
て
い
た

だ
き
、
有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

市
と
し
て
も
、
こ
の
度
の
対
策

で
至
ら
な
か
っ
た
点
を
精
査
し
、

今
後
の
防
災
対
策
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

台
風
対
策
の
詳
細
は
、「
市
報

ぎ
ょ
う
だ
」
6
月
号
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
課
防

災
担
当
（
内
線
２
８
２
）

　
避
難
所
に
関
す
る

 

問
い
合
わ
せ
　

今
回
の
避
難
所
開
設
に
際
し
、
次

の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

問 �

ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答 

地
域
や
住
所
ご
と
に
割
振
り
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
開
設
さ
れ

た
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、避
難
所
は
、災
害
の
種
類
ご

と
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

の
災
害
に
対
応
で
き
る
か
を
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
事
前
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問 �

ペ
ッ
ト
は
連
れ
て
行
っ
て
よ
い
の
か
。

答 

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
避
難
は
可

能
で
す
。
し
か
し
、
避
難
所
の
環
境

確
保
の
観
点
か
ら
、
盲
導
犬
、
聴
導

犬
、
介
助
犬
を
除
く
動
物
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
が
避
難
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

避
難
所
の
指
示
に
従
い
、
周
囲
へ
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
動
物
へ
の
給
餌
、
排
泄
物
の
清
掃

な
ど
の
飼
育
・
管
理
は
、
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

見
舞
金

　
床
上
浸
水
を
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
、

見
舞
金
1
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
担
当
（
内
線
２
６
７
）

■ 

そ
の
他

　
被
災
者
に
対
し
、
県
税
や
市
税
な
ど

に
関
し
て
、
減
免
、
徴
収
の
猶
予
な
ど

の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

災
害
救
助
法
の
適
用
区
域
の
被
災

者
に
対
し
、
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・

N
H
K
な
ど
の
各
事
業
者
に
お
い
て
、

支
払
日
の
延
長
、
料
金
の
減
免
な
ど
の

特
別
措
置
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
容
は
事
業
者
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
、
契
約
さ
れ
て
い
る
各
社
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

　
災
害
で
発
生
し
た
ご
み
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
住
所
が
分
か
る
証

明
書
を
持
っ
て
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
粗
大
ご
み
処
理
場
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
☎
５
５
６
―

９
５
３
０

■ 

罹り

災さ
い

証
明
書
の
発
行

　
現
地
調
査
の
上
、発
行
し
ま
す
の
で
、

発
行
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
す
で

に
調
査
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
順
次
発

行
し
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
担
当

（
内
線
２
３
４
）・
防
災
安
全
課
防

災
担
当
（
内
線
２
８
２
）

消防出動状況
調査出動

（水位、冠水調査） 市内全域

災害広報 市内全域
8回

警戒出動
（危険排除、避難補佐など） 20事案

救急出動 2件

消防団活動 130人

市内の被害状況

床上浸水 62件

床下浸水 190件

非住家浸水 20件

道路冠水 市内全域

道路封鎖 39カ所

※ 床上、床下浸水は、10月21日までに
集計した件数

市内の避難状況

開設避難所 39カ所

避難者 約4,300人

12日 午前6時
 自主避難所開設（コミュニティセンターみずしろ）
12日 午前10時30分
 市内全域に「警戒レベル3」高齢者等避難開始・避難準備を発令。
 市内中学校8カ所とコミュニティセンターみずしろに避難所を開設。
12日 午後2時ごろ
 荒川で避難判断水位に達し、氾濫危険水位に達する見込み。
12日 午後3時30分
 行田市災害対策本部を設置。
12日 午後4時10分
 荒川流域の地区に「警戒レベル4」避難勧告を発令。
 避難所を30カ所追加開設。
12日 午後9時51分
 気象庁より大雨特別警報が発令。
12日 午後9時52分
 市内全域「警戒レベル5」避難指示（緊急）を発令。
13日 午前0時40分
 大雨特別警報解除。
13日 午前6時40分
 一部を除いて避難指示を解除。
 向町、緑町、佐間二丁目一部の避難勧告は継続。
14日 午前7時30分
 向町、緑町、佐間二丁目一部の避難勧告を解除。

猛威を振るった 台風19号

●災害廃棄物の臨時仮置場を設置
●道路および水路の清掃・整備
●家屋の消毒
　・�浸水家屋に対し、市の委託業者
が噴霧による消毒作業

　・消毒用消石灰の配布
●被災状況確認調査

これまでの市の対応

被
災
さ
れ
た
方
へ
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新ごみ処理施設に関する説明会を開催しました
　10月5日、産業文化会館ホールで「新ごみ処理施設に関する説明会」を開催し、ごみ処理広域化に至った経緯、
施設の整備スケジュール、概算事業費、新たな分別区分および今後の課題について説明しました。当日は550
人にご来場いただきました。
　概算事業費や新たな分別区分などについては、今後明らかになり次第、市民の皆さんに公表してまいります。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530 石川 隆美 氏

　

石
川
隆
美
氏
（
54
歳)

が
市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
10
月
1
日
付
け
で
市
長
か
ら
副
市
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
川
氏
は
、
元
行
田
市
職
員
で
副
会
計
管
理

者
、
図
書
館
長
、
生
涯
学
習
部
次
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
う
「
市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
地
区
を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所
　

　
【
星
河
】�11
月
19
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～
3
時・

星
河
公
民
館

　
【
長
野
】�12
月
13
日
㈮
午
後
6
時
30
分
～
8
時・

長
野
公
民
館

▼
対
象
　
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る
方

▼�

そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

　
（
内
線
３
１
８
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
人
事
給
与
担
当

　
（
内
線
２
０
８
）

副
市
長
に
石
川
隆
美
氏
が

新
た
に
就
任

ご
参
加
く
だ
さ
い「
市
民
と
市
長

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　自然災害や武力攻撃などの発生時
に備えて、防災行政無線を利用した
全国瞬時警報システム(Jアラート)の
全国一斉情報伝達訓練を次のとおり
実施しますのでご留意ください。
▶�試験日時　12月4日㈬午前11時ご
ろ

▶�放送内容　上りチャイム音→「これ
はJアラートのテストです(3回繰
り返し)。こちらは防災行田です」→
下りチャイム音
　※�Jアラートとは、国が把握した時

間的に余裕がない緊急情報を市
町村の防災行政無線などを利用
して瞬時に伝達するシステムで
す。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当
　(内線282)

　9月に発生し、千葉県を中心に甚大な被害をもたらした台風15号と、
10月に発生した台風19号により被災された方々を支援するため、義
援金を受け付けています。寄せられた義援金は日本赤十字社埼玉県支
部を通じて被災地へお送りします。皆さんのご協力をお願いします。
令和元年台風第19号災害義援金
▶設置場所・受付日時　

▶�義援金箱設置期間　令和2年3月31日㈫まで※年末年始の休業期間
を除く

令和元年台風第15号千葉県災害義援金
▶設置場所・受付日時　

▶義援金箱設置期間　12月27日㈮まで
▶�問い合わせ　日本赤十字社埼玉県支部行田市地区(行田市社会福祉
協議会内)☎557―5400

　プレミアム付商品券購入対象者と
なることが想定される、2019年度
住民税が課税されていない方（住民税
課税者と生計同一の配偶者・扶養親
族、生活保護受給中の方などを除く）
には、8月に市から「商品券購入引換
券交付申請書」を郵送しましたが、申
請の締め切りは11月29日㈮（当日消
印有効）です。期日を過ぎますとお受
けできませんので、購入を希望され
る方は忘れずに申請してください。
　また、プレミアム付商品券の取扱
店の募集も、11月29日㈮までとなっ
ていますのでご注意ください。
▶�問い合わせ　商工観光課商工振興
担当（内線383）

防災行政無線の
情報伝達訓練を実施します

令和元年台風第15号千葉県災害と
令和元年台風第19号災害の義援金を受け付けています

プレミアム付商品券
購入引換券の

申請をお忘れなく

設置場所 受付日時
市役所案内カウンター
および福祉課

月～金曜日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

総合福祉会館
「やすらぎの里」

毎日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

設置場所 受付日時
市役所案内カウンターおよび福祉課 月～金曜日(祝日を除く)

午前8時30分～午後5時15分南河原支所

総合福祉会館「やすらぎの里」 毎日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

中央公民館 火～日曜日
午前8時30分～午後5時15分

各地域公民館 火～日曜日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

千葉県富津市へ災害支援のため職員を派遣しました
　市では台風15号により被害を受けた千葉県富津市に対
し、9月20日～ 25日の6日間、災害支援のため罹

りさ い
災証明

発行に必要な住家被害認定事務に従事する職員1人を派遣
しました。
　住家の被害認定とは、地震や風水害などの災害により、
被災した住家の「被災の程度（全壊、半壊など）」を認定する
ことをいいます。
　この結果に基づき、被災者の方々に「罹

りさ い
災証明書」が交付

されます。
　富津市では、暴風による屋根瓦の飛散、倒木や農産物の
被害、停電など市内全域で甚大な被害が発生しました。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当(内線282)

強風により屋根が損壊した家屋

富津市に災害支援のため
派遣された

税務課 主事 廣兼 直樹

　被災地では、暴風により損壊した家屋などの修復作業が依然として続いていま
す。状況は、メディアで報道されている以上に厳しく復旧・復興には多くの時間
と費用、労力が必要であるとの印象を受けました。
　被害認定調査では居住者に当時の様子を伺いながら調査を行いました。発災か
ら約2週間経過し、発災当時から状況が変化する中で、被害程度の判定に迷うこ
ともありましたが、他の職員と協力し、迅速な調査・判定に努めました。
　現在、被災された方の多くは、損壊した家屋に住み続けています。今後は家屋の
修復にかかる費用の補助などが課題になると思われます。被災された方が1日で
も早く元の生活に戻れるように、今後もさらなる支援が必要であると感じました。
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原口 利巴 氏岡島 伸行 氏 内田 敬 氏

　
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権
思
想
の
普
及
な
ど

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に
原
口
利
巴
氏（
長
野
）、

内
田
敬
氏（
若
小
玉
）、岡
島
伸
行
氏（
埼
玉
）が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、10
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
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　市では、市民の皆さんが人権について
普段どのように考えているか把握し、今
後の人権施策の基礎資料とするため、「人
権意識調査」を実施します。
　この調査は、「女性の人権」、「子ども
の人権」、「高齢者の人権」などのさまざ
まな人権に関してお聞きするもので、無
記名で行い、回答は統計的に処理します。
なお、お答えいただいた方は特定されま
せんので、ご迷惑をお掛けすることはあ
りません。
　お手元に調査票が届いた際には、ご協
力をお願いします。 
▶調査時期　11月上旬
▶調査対象　 住民基本台帳（令和元年10

月1日現在）から無作為に選
ばれた市内在住の満18歳
以上の方1,000人

▶ そ の 他　 返信用封筒を同封していま
すので、記入が終わりまし
たら、郵送してください。

▶ 問い合わせ　 人権推進課人権同和対策担
当（内線221）

　落語家の柳家花緑さんを講師に迎
え、学習障害について分かりやすく
お話しします。また講演後、落語の
披露も行います。
　現在、さまざまな人権課題が発生
しています。多様性・共生社会の実
現には一人一人の個性を認め合うこ
とやさまざまな人権課題への理解が
求められています。ぜひこの機会に、
人権について考えてみませんか。
▶日 時　12月5日㈭午後6時～7時30分（午後5時30分開場）
▶場 所　産業文化会館ホール
▶対 象　市内在住・在勤の方
▶定 員　 1,000人（先着順）※11月12日㈫～ 12月4日㈬に

市役所案内および産業文化会館で入場整理券を配布
（1人2枚まで）

▶入 場 料　無料
▶ 主 催　 行田市、行田市教育委員会、行田市人権教育推進協

議会、行田市PTA連合会、熊谷・秩父人権啓発活動ネッ
トワーク協議会、熊谷人権擁護委員協議会行田部会

▶ 注 意　 駐車場台数に限りがあります。（駐車場：産業文化会館、
市役所、行田地方庁舎、忍・行田公民館）

▶そ の 他　
　•手話通訳を行います。
　• 市内の小・中学生が描いた人権ポスター展を同時に開催します。
　•講演の録音や動画撮影などは禁止です。
　•落語を披露する都合上、未就学児の入場はお断りします。
　• 講演会参加中のひととき保育（2歳以上の未就学児が対象・

無料）を希望される方は、お申し出ください。
▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課人権教育推進担当☎556―8319

ご協力ください
人権意識調査

行田市人権教育合同学習講演会
学習障害は生涯学習！そこから学んだ大切なこと

　令和2年度の「行田市デマンドタクシー」指定乗降
場所の更新に伴い、新たに指定乗降場所の登録を希望
する市内の店舗・事業所などを募集します。なお、指
定乗降場所に登録されるのは、令和2年4月1日から
です。
▶ 募集分類　A医療機関、B鍼灸・接骨・整骨院、C
福祉施設（高齢者）、D福祉施設（障害者）、E商業施設・
店舗など、F金融機関、Lその他
▶ 対象　市内の店舗・事業所などを所有している方ま
たは代表者
▶ 申し込み　地域づくり支援課で配布している「指定
乗降場所登録申請書」（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を記入の上、12月27日㈮まで
に直接同課へ提出してください。
▶問い合わせ　同課くらし安心担当（内線252）

　市では、交通災害共済加入者が交通事故に遭った場
合に、入院・通院日数などに応じて見舞金を給付して
います。
　事故の翌日から2年以内（後遺障害は3年以内）
であれば見舞金の請求ができます。自転車で転んでけ
がをし、1日のみ通院された方なども、まずは防災安
全課にご相談ください。
▶ 見舞金の種類　死亡見舞金、後遺障害見舞金、医療
見舞金

交通災害共済に加入しましょう
　市では年間を通して加入を受け付けています。
▶ 費用　一人年額500円（10月以降の加入250円）
▶受付場所　同課

▶問い合わせ　同課交通担当
　（内線284）

行田市デマンドタクシー事業の
指定乗降場所を募集します

交通災害共済見舞金の
請求をお忘れなく

宝くじ助成を活用して地域のコミュニティーづくり
　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業とし
て、地域住民の自主的なコミュニティー活動の促進と自治意識の向上を目
的に、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュニティ助成事業を実施し
ています。
　今年度、この宝くじの助成を受けて、富士山東自治会（埼玉地区）が次の
ような備品の整備を行いました。

　富士山東自治会（岩﨑金
男会長）では、地域コミュ
ニティーの拠点である自治
会集会所の備品（エアコン、
冷蔵庫、テレビなど）を購入
しました。
　新たに備品が整備された
集会所を多世代の交流の場
として活用し、活発な自治
会活動を行うことで、住み
よい地域づくりを図ります。

富士山東自治会

▶問い合わせ　地域づくり支援課自治振興担当（内線251） 

エアコン 冷蔵庫

柳家 花緑 さん
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　令和2年4月に市内小・中学校に入学されるお子
さんがいる家庭で、経済的にお困りの保護者の方に
就学援助の新入学児童生徒学用品費を入学前の2月
に支給します。

▶対　　象　・ 令和2年1月1日現在で市内に居住
している方

　　　　　　・ 児童扶養手当を受給している世帯ま
たは平成30年中の所得が「準要保護」
の基準に該当する世帯

▶申請期限　【2月支給分】12月27日㈮まで（必着）
　　　　　　 【5月支給分】令和2年3月31日㈫ま

で（必着）
▶申請方法　 「行田市就学援助費支給申請書」に必要

書類を添えて教育総務課へ持参してく
ださい。

　　　　　　※ 中学校入学予定の小学6年生のう
ち、すでに就学援助の支給を受けて
いる方は申請不要

▶問い合わせ　同課財務施設担当☎556―8311

新入学児童生徒学用品費を
入学前に支給します

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上に
向け、アンケート調査を実施します。
　消防職員が任意抽出した世帯を訪問しますので、
ご協力をお願いします。訪問時には、必ず身分証明
書を提示しますので、ご確認ください。
　なお、消防署が特定の業者を依頼して住宅用火災
警報器を直接販売することや、部屋に入っての確認・
点検を行うことは一切ありません。悪質な訪問販売
なども報告されていますので、ご注意ください。

▶調査期間　11月9日㈯～令和2年3月7日㈯
▶問い合わせ　 消防本部予防課予防担当☎550―

2121

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

　　

　11月9日㈯から15日㈮まで、全国一斉秋季火災
予防運動実施期間です。この運動は、火災が発生し
やすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層
の普及を図り、火災の発生を防止し、財産の損失を
防ぐことを目的に実施します。

　　防火標語（2019年度全国統一防火標語）
　　ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心

　　住宅防火いのちを守る7つのポイント
　　3つの習慣・4つの対策

3つの習慣
・ 寝たばこは、絶対やめる。
・ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。
・ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。

4つの対策
・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。
・ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。
・ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
▶問い合わせ　 消防本部予防課予防担当☎550―

2121

秋の火災予防運動

　　

特別障害者手当
▶支 給 額　月額27,200円
▶対　　象　 20歳以上で、身体または精神の重度

の障害により、日常生活において常時
特別な介護が必要な方

　　　　　　※ 施設に入所中の方や３カ月以上継続し
て入院している方は受けられません。

障害児福祉手当
▶支 給 額　月額14,790円
▶対　　象　 20歳未満で、障害や疾病などにより、

日常生活において常時介護が必要な状
態の方。

　　　　　　※ 施設に入所中の方や障害を支給事由
とする年金を受給している方は受け
られません。

▶そ の 他　・ 申請を受け付けた月の翌月分から支給
の対象になります。なお、原則として
専用の診断書により、「常時（特別な）
介護が必要な状態」に該当するかどう
かの審査がありますので、申請しても
手当の対象外になる場合があります。

　　　　　　・ いずれの手当にも所得制限があります。
▶問い合わせ　 福祉課障害福祉担当（内線258・265）

特別障害者手当・
障害児福祉手当を支給します

　　

行田市投票立会人を募集します
　多くの皆さんに政治や選挙に関心を持っていただき、選挙をより身近なものに感じてもらえ
るよう、投票立会人を募集します。

▶応募要件
　次の条件を全て満たす方
　・市内在住で行田市の選挙人名簿に登録されている方
　・明るい選挙の推進に理解のある方 

▶投票立会人の職務
　選挙人全体の代表として投票の公正を確保するため、投票所で次のことを行います。
　⑴投票所の開閉に立ち会うこと。
　⑵その投票所において最初の選挙人が投票する際、投票箱が空であることの確認に立ち会うこと。
　⑶投票開始前に投票箱の施錠を確認し、投票箱の解錠に立ち会うこと。(期日前投票所のみ)
　⑷投票箱の閉鎖に立ち会い、投票録に署名すること。
　⑸その他投票手続きに立ち会うこと。

▶立会時間・場所・報酬など
　【投票日当日】
　期日：投票日当日
　時間：午前6時30分～午後8時 
　場所：市内29投票所のうち選挙管理委員会で指定した投票所
　報酬：13,000円(別途費用弁償1,400円あり)
　　　　※開票所への投票箱送致に立ち会う方は14,000円
　　　　※源泉所得税を控除した額を指定口座に振り込み
　【期日前投票】
　期日：期日前投票期間(選挙の種類により6日から16日の間)のうちの1日
　時間：午前8時30分～午後8時 
　場所：期日前投票所
　報酬：11,500円(別途費用弁償1,400円あり)
　　　　※源泉所得税を控除した額を指定口座に振り込み

▶申請方法
　 　行田市投票立会人名簿登録申請書(以下「申請書」という)に必要事項を記入し、身分証明書(運転
免許証や学生証など)を持参の上、行田市選挙管理委員会へ直接提出してください。申請書は、同委
員会で配布する他、市ホームページからダウンロードできます。

▶ 立会人選任までの流れ
　 　申請書が受理されると、行田市投票立会人登録者名簿(以下「名簿」という)に登録されます。選挙
ごとに名簿に登録された方に対し、同委員会から調整のための連絡を行います。立会可能とされた方
の中から、同委員会が選任書を送付します。ただし、名簿に登録された方が必ず選任されるものでは
ありません。

▶立会人となった場合の注意事項
　・き然とした態度で臨み、選挙人に不信を抱かせるような行為は慎むこと。
　・トイレや食事、休憩以外は、席を離れないこと。
　・投票に関する秘密や職務上知り得た個人情報を漏らさないこと。

▶問い合わせ　行田市選挙管理委員会(内線219)
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新井 髙重 さん 五十嵐 玉子 さん

介護者教室を開催します
～楽ちん介護Part 13 ～癒し編
▶日　　時　11月21日㈭午前10時～ 11時30分　
▶場　　所　 ふぁみぃゆ東館地域交流館「サロン柿の木」

（下須戸65―1）
▶内　　容　 介護者の方がご自身で心身ともにリフレッ

シュできるようヨガ体操とアロマスプレー
作りを体験します。

▶講　　師　作業療法士
▶対　　象　 現に介護している方、介護について関心の

ある方　
▶定　　員　20人（先着順）　
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具、飲み物
▶そ の 他　動きやすい服装、運動靴でご参加ください。
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 11月20日㈬までに電話で地域包括支援セ

ンターふぁみぃゆ☎558―0088

薬との上手な向き合い方
▶日　　時　11月29日㈮午前10時～ 11時30分　
▶場　　所　太井公民館
▶内　　容　 今後の介護に生かせるよう、薬の飲み方や

飲み合わせの正しい知識を学びます。
▶講　　師　谷口雅洋さん（アイン薬局行田店薬局長）
▶対　　象　 現に介護している方、介護について関心の

ある方　
▶定　　員　20人（先着順）　
▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　筆記用具、飲み物　
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　  11月25日㈪までに電話で地域包括支援セ

ンター壮幸会☎552―1123
▶この記事に関する問い合わせ　
　　　　　　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

特定健診未受診者の方へ
フリーダイヤル案内での
受診案内を実施します

　行田市国民健康保険に加入中の方で、特定健
康診査（特定健診）がお済みでない方を対象に、
電話による勧奨を11月から行います。
  「0120」から始まるフリーダイヤルでおかけし
ます。

▶電話勧奨委託業者　株式会社ニチイ学館
▶注　　意　
　・ 電話の際、口座を聞くことや金銭の振り込

みなどを依頼することは絶対にありません。
受診済みの方、または行田市国民健康保険
の被保険者でなくなった方について行き違
いが生じた場合は、ご容赦ください。

　・ 特定健康診査と市の補助を受ける人間ドッ
ク（併診ドック）の両方を受診することはで
きません。

職場健診を受診した方へ
　国民健康保険加入中の方で、受診結果を提供
していただいた方に、商品券を差し上げます。
ただし、市の特定健康診査と同じ検査項目（身
体測定値、腹囲、血圧、血液検査、尿検査など）
を含んでいるものに限ります。期間内に受診し
た職場健診の結果、国民健康保険証、受診券を
保険年金課へお持ちください。

▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272）

令和2年度保育所などの入所の
二次申請を受け付けます

▶入所時期　令和2年4月
▶ 対　　象　保護者の就労などにより、保育所などでの
保育の必要のある乳幼児
▶申請書類の配布および受付期間　
　11月12日㈫～令和2年2月12日㈬
▶配布および受付場所　子ども未来課
▶注 　 意
　・ 二次申請分の入所選考は一次申請分の入所選考後と
なるため、状況によっては、希望の保育所などへ入
所できない場合があります。

　・ 市外の保育所などを希望する場合は、同課へ問い合
わせください。

▶ そ の 他　年度途中の入所は、入所希望月の前月10日
を申込締切日としていますが、令和2年3月入所の申
込締切日は1月31日㈮に変更となります。
▶問い合わせ　同課保育担当（内線257・263）

令和2年度学童保育室入室の
二次申請を受け付けます

▶入室期間　令和2年4月～令和3年3月
▶ 対　　象　保護者の就労などにより、昼間常時留守と
なる家庭の小学生

▶申請書類の配布および受付期間　
　11月12日㈫～令和2年２月12日㈬
▶配布および受付場所　
　 子ども未来課
▶注 　 意 　
　・ 二次申請分の入室調整は一次申請分の入室調整後と
なるため、状況によっては、希望の学童保育室へ入
室ができない場合があります。

　・ 入室決定は申し込み順ではありません。お子さんの
学年や保護者の勤務状況などを審査し入室の必要性
が高い方から決定します。

▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）

11月は児童虐待防止推進月間です
　虐待によって子供たちが傷付く悲しい事件がたびたび起きています。子どもへの虐待は、子育ての中で「いつでも」
「どんな家庭にも」起こりうる問題であり、虐待から子どもを守るには、早期発見、早期対応が大切です。

児童虐待とは
子どもの心や体を傷付け、健やかな成長、発達を損なう次のような行為です。

みんなで防ぐ児童虐待
　子育てをめぐる家庭環境などの変化により、親が孤立
して子育てに自信をなくしたり、不安や悩みなどから虐
待へと発展したりするケースが増えています。子育ての
不安に苦しむ親に対して、専門機関や近隣の人たちが協
力し合いながら援助の手を差し伸べることが大切です。
一人で悩まず相談を
　相談者の秘密は守られますので、次のような場合は迷
わず相談してください。
・自分の子育てに悩みや不安がある
・ 虐待に気付いた、また虐待を疑われるような子どもを
発見した

児童相談所全国共通ダイヤル　189（イチハヤク）
※ 児童相談所に通告・相談ができる全国共通の短縮の電話番号
・熊谷児童相談所☎521―4152
子育てにお悩みの方
・ 行田市子育て総合支援窓口（子ども未来課内）
　☎556―2011
・家庭児童相談室（市役所内・内線268）
・保健センター☎553―0053
　※ 「きっずプラザあおい」や「つどいの広場」でも相談を
　　受け付けています。
子育て経験者による家庭訪問型子育て支援サービス
・こそだて応援専用ダイヤル（きっずプラザあおい内）
　070―2796―8856

▶問い合わせ　子ども未来課給付担当（内線292）

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間の差別的扱
い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう
（DV）、心理的に影響を与えるなどの行為。

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺れさせるなどの行為。また、
不自然な傷やあざが児童にあるなどの行為。

養育怠慢（ネグレクト）
子どもを家に閉じこめる、食事を与えない、お風
呂に入れない、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れて行かない、保護者以外の
同居人による虐待を放置することなどの行為。

性的虐待
子どもへの性的行為の強要、性的行為を見せる、
子どもの裸を撮影するなどの行為。
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　平成30年4月1日から平成31年3月31日までの人事行政の運営状況(給与公表に係る部分を除く)の概要を公表します。
なお、詳細は、市ホームページおよび市政情報コーナーでご覧ください。

人事行政の運営状況を公表します

職員の任免および職員数に関する状況１
（１）採用の状況　

一　般
事務職

土　木
技術職

15人 2人

消防職

3人 5人

教育職
（指導主事）

21人

市費負担
教職員

48人

計

3人 1人 5人 26人 35人

その他
（死亡、免職、任期付、復帰など）勧奨退職定年退職 普通退職 計

職員の分限および懲戒処分の状況4

職員の福祉および利益の保護の状況8

不利益処分に関する不服申立ての状況10

（１）分限処分の状況
　　　区　　　分
勤務成績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制などの改廃などにより過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由による場合

降任
0人
0人
0人
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人
0人
0人
0人

休職
0人
3人
0人
0人
0人
0人

降給
0人
0人
0人
0人
0人
0人

　　　区　　　分
法令に違反した場合
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

戒告
0人
0人
0人

減給
0人
0人
0人

停職
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人

職員の服務の状況 　5

職員の研修の状況7

（２）懲戒処分の状況　

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3
（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時15分

休憩時間

正午～午後1時

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成29年

7.8日

平成30年

7.9日

対前年増減

０.1日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

営利企業などの従事の許可状況　

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況

病気休暇

54人

介護休暇

1人

組合休暇

0人

（４）育児休業などの取得状況　
休業の種類

休業者の内訳

取得者合計
 うち女性

 男性

16人 5人

14人 3人

8人

8人

3人

3人
2人 2人 0人 0人

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
1人

1人

1人

1人
0人 0人

育児短時間勤務

うち新規

（２）退職の状況　

（５）時間外勤務の状況　

職員1人当たりの月平均（時間外勤務時間数） 5.4時間

研修の状況　

　     研修区分

一般研修（市単独）

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

研修内容･派遣先など（かっこ内は修了者数）

（１）健康診断の状況 （２）公務災害の発生状況
区　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４85人

  94人

467人

受診率

90.0％

17.4％

86.6％

区　分

公務災害

通勤災害

人数

4人

0人

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

・新規採用職員研修

・初級職員研修
・法制執務研修
・Ｏ Ｊ T 研 修

・人事考課者研修
・人権問題研修会
・CS向上研修
・キャリアアップ研修
・ハラスメント防止研修

・通信教育講座

・自 治 大 学 校
・友好都市職員交流研修
・階層別基本研修
・人づくりセミナー
・講 師 養 成 研 修

（ 59人）

（ 17人）
（ 10人）
（ 8人）

（ 16人）
（169人）
（ 23人）
（ 53人）
（ 69人）

（ 　8人）

（  4人）
（  2人）
（ 74人）
（ 27人）
（ 2人）

・民法・行政法研修
・監 督 者 研 修
　

・人事考課制度研修
・C S 向 上 推 進 者 研 修
・職場のマネジメント研修
・メンタルヘルス研 修
・ワークライフバランス研修

　 　

・市町村アカデミー
・階層別選択研修
・特 別 研 修
・国土交通大学校
・その他各種研修会

（ 　5人）
（  8人）
　

（ 84人）
（ 29人）
（ 53人）
（ 44人）
（ 70人）

　

（  9人）
（ 76人）
（ 18人）
（ 2人）
（ 15人）

※上記以外の休業制度はありません。

職員の人事評価の状況2
人事評価の状況

評価期間 4月1日～12月31日（能力考課）
4月1日～翌年3月31日（実績考課）

被考課者

考課者

評価区分

活用方法

任期付短時間勤務職員・臨時･非常勤職員を除く全職員

被考課者ごとに考課者を定める

実績および能力考課について評価する

職員の処遇、人材育成など

職員の退職管理の状況6

平成30年度定年退職者（課長級以上）の再就職の状況

職位 退職者数 再就職者数
再任用 その他（外郭団体など）

再就職先

部長級
次長級
課長級

計

2人
1人
0人
3人

2人
1人
0人
3人

1人
1人
0人
2人

1人
0人
0人
1人

勤務条件に関する措置の要求の状況9

前年度からの
継続件数

平成30年度
要求件数 完結件数 翌年度

継続件数

0件 0件 0件 0件

 該当なし

学芸員

1人

保育士

1人

営利企業などの従事の内容 許可件数 摘要

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員などの地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

0

0

14
市史編さん委員会専門委員
大学非常勤講師
住宅・土地統計調査指導員

　長寿化・少子高齢化が
進む今、生前整理と遺品
整理で困らない、実践し
やすい片づけ術をお教え
します。終活に抵抗があ
るけれど片づけたい方、
実家の片づけをどこから
手をつけていいか分から
ない方、貴重品やお金の
片づけ方、資産を守る方
法をお伝えします。

▶日　　時　12月15日㈰午前10時～正午
▶場　　所　VIVAぎょうだ学習室
▶演　　題　 「人生100年時代の片づけ術！物と

お金と心の整理～より充実した人生
を送るために～」

▶講　　師　 渡部亜矢さん（一般社団法人実家片づ
け整理協会代表理事、実家片づけア
ドバイザー®）

▶対　　象　市内在住・在勤・在学の方
▶定　　員　30人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶そ の 他　 ひととき保育（2歳以上の未就学児が

対象・無料）は11月22日㈮までに
申し込みください。

▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 直接または電話でVIVAぎょうだ☎

556―9301
　　　　　　※ 10月14日、11月4日を除く月曜日

と10月15日㈫、11月5日㈫は休館

終活セミナー

　「それいけ！アンパン
マン」のバタコさんや「魔
女の宅急便」の黒猫ジジ
の声優でおなじみの佐久
間レイさんが、自身の子
育ての経験を基に、歌と
語りで人生が愛しくなる
ような心の講演会を行い
ます。
　また、行田アンサンブ
ル協会のミニコンサート
も開催します。

▶日　　時　 12月14日㈯午後1時開演（午後0時
30分開場）

▶場　　所　商工センターホール
▶演　　題　 「こころをほぐすストレッチ。やわら

かく生きてみませんか～あなたの物
語、次のせりふは自分で決められま
す～」

▶定　　員　 230人（先着順）
　　　　　　※ 11月12日㈫からVIVAぎょうだ、

地域づくり支援課、南河原支所、北
河原・須加・荒木・埼玉・太田・太
井の各地域公民館で入場整理券を
配布

▶入 場 料　無料
▶そ の 他　手話通訳を行います。
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

ぎょうだ男女共同参画
フォーラム2019

渡部 亜矢 さん

●異動　令和元年10月1日付
【部次長】
▶(教)生涯学習部次長兼ひと
つくり支援課長　福原智（(教)
生涯学習部次長兼図書館長兼
視聴覚ライブラリー館長）

【課長・副参事・幹】
▶(教)生涯学習部図書館長兼
視聴覚ライブラリー館長　今
井良和（都市整備部副参事(水
道担当)）

▶ 問い合わせ　人事課人事給
与担当（内線208）

人事異動
（課長級以上の職員）

行田市地産地消応援団を募集します
　行田市地産地消推進協議会では、地元で作られた農産物を地元で消費する、
地産地消の推進に取り組んでいます。地産地消をより一層推進するため「行田
市地産地消応援団」を募集しています。

▶対　　象　 飲食店、農産物加工業者、小売店、施設など（学校・幼稚園・保
育園・医療機関・福祉施設など）

▶応援団の主な認定条件
　・所在地が市内にあること
　・市内農産物を積極的に利用していること
　・「行田市地産地消応援団」の登録証を掲示し、店頭やメニューなどで市内農
　　産物の利用をPRすること
　・事業者情報を行田市地産地消協議会のPRに使用されることに同意があること
▶募集期間　通年
▶応募方法　 農政課で配布している登録申請書（市ホームページからダウンロード

可）に必要事項を記入の上、持参または郵送してください。【持参・
郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市地産地消協議会事務局

▶問い合わせ　同協議会事務局（農政課内・内線386）

佐久間 レイ さん
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軽自動車税が税制改正されました

税務課臨時職員を募集します

消費税軽減税率制度説明会
および年末調整説明会

令和元年分青色決算説明会
などのお知らせ

　10月1日から自動車取得税が廃止され、軽自動車
税（環境性能割）が導入されました。
　当分の間は埼玉県が徴収を行いますので、詳細は県
ホームページなどをご確認ください。また、従来の軽
自動車税は、令和2年度から軽自動車税（種別割）とい
う名称で引き続き市で賦課徴収を行います。
▶問い合わせ　税務課市民税担当(内線235)

▶雇用期間　令和2年1月14日㈫～ 3月31日㈫
▶勤務時間　 午前8時30分～午後5時（休憩1時間、

月～金曜日の週5日勤務）
▶勤務場所　税務課
▶業務内容　 市・県民税（住民税）課税事務の補助（書

類整理や簡単なパソコン操作など）
▶募集人員　5人
▶時 給　930円
▶選考方法　面接の上、選考します。
▶面 接 日　12月13日㈮
▶申し込み　 市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記

入の上、12月6日㈮までに税務課に持
参してください。

▶問い合わせ　同課市民税担当（内線231・232）

▶日 時　 11月27日㈬【消費税軽減税率制度説明
会】午後1時～ 1時40分【年末調整説
明会】午後2時～ 4時

▶場 所　 羽生市産業文化ホール（羽生市下羽生
876）

▶問い合わせ　 行田税務署法人課税第一部門☎556―
2125

　青色決算書などの作成方法や作成に当たっての注意
点などについて、次のとおり説明会を開催します。
営業・不動産・農業所得を有する白色申告者
▶日 時　12月12日㈭午前10時～正午
▶ 場 所　中央公民館第1学習室
営業所得および不動産所得を有する青色申告者
▶日 時　12月12日㈭午後2時～ 4時
▶場 所　中央公民館第1学習室

▶ 注 意　
　• 各決算説明会では消費税軽減税率制度についての

説明も行います。
　• 加須市や羽生市でも決算説明会を開催しています。
詳しくは、行田税務署まで問い合わせください。

▶問い合わせ　 行田税務署個人課税第一部門☎556―
2121(自動音声案内で2番を選択)

※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は51.1人、最も多い市は114.8人
　となっており、行田市は最少市から数え27番目に位置しています。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　分

平成30年
職　員　数

339人

平成31年

346人

対前年
増減数

　　7人

181人 182人 　　　1人

520人 528人 　　　8人

42人 42人　　　　　0人

562人

一般行政部門

特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計

公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 570人 　　8人

特別職の報酬などの状況（平成31年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成31年４月１日現在）１１

区　　　分

市　　　長

給料月額など

933,000円 ※10月1日以降 466,500円
副　市　長 780,000円　
教　育　長 702,000円　

給

　料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期ごと
任期ごと
任期ごと

退
職
手
当

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報

　酬

市　　　長
（30年度支給割合）

副　市　長
4.25月分
4.25月分
4.25月分 　教　育　長

議　　　長
（30年度支給割合）

副　議　長　
4.05月分　
4.05月分
4.05月分　議　　　員

期
末
手
当

行田市 70.0人 67.7人県内市平均

部　　門

　問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０8）

類 似 団 体 41.8歳 314,538円 350,701円

人件費の状況（普通会計決算）１

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※経験年数とは、採用後の年数をいうものです。なお、高校卒は該当する職員がいません。
　　

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

区　 分

平成
30年度

人件費率
Ｂ/Ａ

16.4％

住民基本台帳人口
（平成30年度末）

81,187人 25,564,355

歳出額
Ａ

千円

  992,534

実質収支

千円

4,189,545

人件費
Ｂ

千円

職員給与費の状況２

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額であり、水道事業、下水道事業、
　国民健康保険事業などの特別会計にかかるものは含みません。職員手当には退職手当を
　含みません。なお、（　）は再任用短時間勤務職員に係る数値の外書きです。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、労務職員を
　含みません。
　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の
　給与水準を示す指数です。
※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数
　を単純平均したものです。　　
※参考値とは、国家公務員の時限的な(2年間)給与改定特例法による措置がない
　とした場合の値です。

市職員の給与などを公表します
　市職員の給与・職員数について、常に適正化を図っています。このたび、平均給料月額などを表にまとめました
のでお知らせします。

区　分

平成
31年度

職員数
Ａ

１人当たりの
給与費Ｂ/Ａ

(6人) 
535人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

1,984,931
千円

509,454
千円

857,118
千円

3,351,503
千円

6,264
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年４月１日現在）

4

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

39.7歳

42.7歳

43.5歳

平均給料月額

330,653円

323,690円

329,845円

平均給与月額

399,155円

412,850円

410,940円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成31年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成31年４月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

187,200円

153,000円

埼玉県

187,200円

153,000円

国

180,700円

148,600円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成31年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

277,763円

ー

経験年数15年

316,445円

ー

経験年数20年

358,100円

ー

期末手当・勤勉手当８

行田市

（平成30年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
• 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
• 役職加算　　  5～20％
• 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.85 月分

（0.9 月分）

（平成30年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.85 月分

（0.9 月分）

国

退職手当（平成31年４月１日現在）９

行田市

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
19.6695月分

28.0395月分

勧奨・定年
24.586875月分

33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（2～20%加算）

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
19.6695月分

28.0395月分

勧奨・定年
24.586875月分

33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

国

類 似 団 体 51.2歳 306,797円 323,066円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

55.6歳

55.6歳

50.7歳

平均給料月額

351,400円

355,310円

286,817円

平均給与月額

430,252円

418,222円

328,637円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

59人

13.1％

2級

主事
技師

127人

26.6％

3級

主任

124人

22.2％

4級

主査

80人

13.4％

5級

主幹

78人

12.7％

6級

課長
副参事

幹

53人

8.0％

7級

次長

14人

2.1％

8級

部長
参事

12人

1.9％

計

547人

100.0％
100.0

90.0
行田市 類似団体平均 全国市平均

110.0

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（3～45%加算）

※国の定年前早期退職特例措置において、定年前１年以内の者については
　2％の加算となります。

（H25）
※参考値
99.0

（H25）
107.1

（H30）
99.5

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、
　技能労務職、教育職のいずれの職種にも属さない全ての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当の
　毎月決まって支給される各手当の総支給額を各職種区分の職員数で割った額を
　加えたものであり、国家公務員と同じベースで再計算したものです。

105.0

95.0

（H25）
※参考値
98.5

（H25）
106.6

（H30）
99.1

（H25）
※参考値
97.8

（H25）
105.8

（H30）
98.5
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～事業を営んでいる方へ～
償却資産の申告が必要です

　令和2年1月1日現在、市内に事業用資産を所有している方または貸し付けている方は、
税務署への申告とは別に市に対しても償却資産の申告をする必要があります。また、事務所
や店舗を借りて事業をしている方（テナント）は、自分の費用で施工した内装、造作、建築設備
などを償却資産として申告してください。
　資産に増減がない方、廃業、解散、他市町村への転出、支店の閉鎖などにより資産が無くなっ
た方も、必ず申告をお願いします。
　受付期間の後半は窓口が混雑しますので、早めに申告するようご協力をお願いします。
▶申告が必要な方　
　 法人や個人で、工場、商店、飲食店、美容室、
事務所、農業などを経営している方、アパート
や駐車場などを貸し付けている方

▶申告の対象になるもの
　 事業のために用いることができる構築物、機械、
器具・備品などで、耐用年数が1年以上で1品
あたりの取得価額が原則10万円以上のもの

　【償却資産の申告対象になるものの例】
　 アスファルト舗装、照明設備、看板、机・応接セッ
ト、レジスター、陳列ケース、厨房設備、乾燥機、
受変電設備、動力運搬機、太陽光発電設備、先
端設備等導入計画の認定を受けているものなど
（詳しくは市ホームページを参照してください）
　※ 自動車税・軽自動車税の対象になるものや、

家屋として固定資産税の対象になるものは、
償却資産の対象になりませんので、ご注意く
ださい。

▶申告書受付期間
　令和2年1月6日㈪～ 31日㈮

▶その他
　 平成31年度分の申告をしている方には、12月
上旬に償却資産申告書を送りますので、同封の
手引きを参考に申告してください。なお、新規
に事業を開始した方は、税務課までご連絡いた
だくか、市ホームページから申告書をダウン
ロードして申告してください。

▶申告先・問い合わせ　
　同課資産税担当（内線233）

　市では現在、地方税法に規定されている実地調査を行っ
ています。市内の土地の利用状況について、「固定資産評
価補助員証」を携帯した職員が2人1組で調査しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、土地の利用状況を変更した場合は、税務課まで
ご連絡ください。その後、職員が現況調査を行います。
▶変更例　
　• 農地から駐車場や資材置き場などに変えたとき
　•土地に太陽光発電設備を設置したとき
　•建物を壊して更地にしたとき
▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233）

固定資産税に関する
土地現況調査を行っています

埼玉県と行田市からのお知らせ

税金の滞納は、期限内に納税している方との公平を欠くものです。

埼玉県・市町村では、集中的に滞納者への催告や財産の差押えなどを行います。

特別な事情があって納税できない場合は、ご相談ください。

埼玉県・市町村
個人住民税税収確保対策協議会

「彩の国」さいたま

埼玉県

埼玉県のマスコット さいたまっち

滞納整理強化期間
令和元年10月～令和元年12月

行田市

埼玉県のマスコット コバトン

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233）同課資産税担当（内線233）同課資産税担当（内線233）同課資産税担当（内線233）

～公平な税負担を確保するために～

滞納整理強化期間実施中
　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。
税金は、皆さんの生活に欠かすことのできない行政サービスを推進するための大切な財源です。
　税金は納期限内に納めていただくことが原則です。納期限内に納付しないで滞納になると、
「うっかり」の悪意のない納め忘れの場合でも、法律に基づき差押えという滞納処分を受けるこ
とがあります。

督促状発送後、１０日を経過した日までに完納しないときは、
「滞納者の財産を差し押さえなければならない」と法律で
  規定されています。

平成30年度差押えなどの実績

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない事情により
納付が困難な方は、早期にご相談ください。
　市役所の通常業務時間内に来庁できない方
のために、次のとおり納税相談窓口を開設し
ていますので、ご利用ください。

滞納処分の流れ
◎督促状・催告書の発送

◎財産調査

◎差押え

◎取り立て・公売

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。
　安心・確実・便利な口座振替をぜひご利用ください。
市内金融機関または市役所で申し込みできます。
※ 収納課での申し込み手続きは、キャッシュカードで
もできます。

コンビニで納付できます
　市税はコンビニエンスストアで納付できます。休日・
夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用
ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができ
ない場合があります。ご注意ください。

電話での納付確認を実施中
　市税の未納がある方に「行田市納税コールセンター」
から、電話で納付の確認と納付の呼び掛けを行ってい
ます。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

差押財産 件数

不動産 4件

自動車 0件

預貯金 250件

給与・年金 46件

生命保険 73件

その他 7件

合計 380件

休日・夜間窓口　
●休日　 毎週日曜日の午前8時30分～

正午
　　　　※年末年始を除く

●夜間　 毎週火曜日の午後5時15分～
7時

　　　　※祝日および年末年始を除く

●場所　収納課

納期限までに納付がない場合に発送

納期限までに納付がない場合には、勤務先、金
融機関、生命保険会社、取引先、日本年金機構
などに財産調査を実施

差押えた財産を強制的に取り立てや公売をして
金銭に換え、滞納している税金に充当

財産の差押え
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第22回公募行田市美術展の作品を募集します

新しいトレーニングマシンを導入しました

▶日    時　 令和2年2月6日㈭～ 9日㈰午前9時
30分～午後4時30分（9日は午後4時
まで）

▶場    所　 行田グリーンアリーナサブアリーナ
▶応募資格　 市内および近隣市町に在住、在勤、在学

の方で15歳以上の方。ただし中学生を
除く。※学生は15～18歳の高校、高専、
各種専門学校に在籍する方とする

▶種目・作品規格　
　①【絵画】 日本画、洋画（油彩・水彩）、版画※8号

以上60号以内、額装（ガラス不可）
　②【彫刻】 体積100㎝×100㎝×200㎝以内、重

量100㎏以内、ケースは使用しない
　③【工芸】 壁面作品は横幅200㎝以内（壁面作品・

帯・着物などは付属品も持参）
　④【 書 】 170㎝×60㎝以内（縦横自由）または91

㎝×91㎝以内、額装または枠張もしく
は軸装（ガラス不可、アクリル可）

　行田グリーンアリーナトレーニング室は、29種類49台のマシンを取りそろえ、多くの利用者から好評を得
ています。今回、新たに5種類のマシンを導入しました。ぜひ、この機会にご利用ください。
▶導入マシン　 •コードレスバイク
 •シーテッドロー（背部に作用します）
 •アブドミナルボード（腹部に作用します）
 •アームカール＆エクステンション（腕に作用します）
 •トータルヒップ（大腿、ヒップに作用します）
▶利用時間　 午前9時～午後9時（受

付は午後8時30分まで）
※1回2時間以内

▶利用料金　 【行田市・羽生市・加須市
在住の方】500円

▶そ の 他　 初回利用時には講習会を
受講すること（直接または
電話で前日までに予約）

▶問い合わせ　 行田グリーンアリーナ
 ☎553―3377

　⑤【写真】〔一般〕 〈単写真〉Ａ3ノビ以上全紙以内
〈組写真〉65㎝×95㎝以内

 〔学生〕 〈単写真〉Ａ4以上Ａ3ノビまで
〈組写真〉65cm×95cm以内

 ※ 一般、学生ともデジタルアート可、
アクリル可、ガラス不可

▶出 品 料　 1点につき【一般】2,000円、【学生】1,000
円（同種目の2点目からは半額）

▶搬    入　 令和2年2月2日㈰午前10時～午後2時
▶搬    出　 令和2年2月9日㈰午後4時～5時
▶主    催　 行田市美術家協会、行田市教育委員会、

（公財）行田市産業・文化・スポーツいき
いき財団

▶後    援　 行田市、行田市文化団体連合会
▶注    意　 作品は未発表の創作作品に限ります。
▶問い合わせ　 行田市美術展実行委員会事務局（産業文

化会館内）☎556―6371

行田酉の市
▶日    時　12月6日㈮午後3時～ 9時（交通規制は午後3時～ 9時30分）
▶場    所　愛宕神社（行田24―15）周辺
▶主    催　愛宕神社氏子総代会
▶そ の 他　会場および会場周辺での無人飛行物体（ドローンなど）の使用を禁止します。
▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線382）

車両通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バスのみ通行可

規制時間帯バス迂回路

迂回路（看板あり）
う   か い

〈交通規制〉

★愛宕神社臨時バス停（吹上駅行）

  さきたま
  古墳公園

至
鴻
巣

水城　
   公園

至熊谷

至熊谷

至熊谷

国道17号熊谷バイパス

至さいたま

県道128号
（旧国道125号）

至羽生

武  

蔵  

水  

路  

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い

行
田
中
央
支
店

至鴻巣

至加須

至熊谷
国道125号

（旧国道125号行田バイパス）

南  

大  

通  

り

コミセ
ン

消
防
本
部

行
田
警
察
署

産　

業  　

道　

路

東小

南
小

文

文

新
町
通
り

〒

行田市駅

市
役
所
産
文

文
行田中

写真店

P

P

P

埼玉りそな
銀行

八幡神社

P

バスターミナル
駐車場

文
忍中

郷土
博物館

午後5時30分
～9時

小川工業㈱
第5駐車場
午後3時～9時

東行田駅

  さきたま
  古墳公園

至
鴻
巣

水城　
   公園

至熊谷

至熊谷

至熊谷

国道17号熊谷バイパス

至さいたま

国道125号

至羽生
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南  
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通  

り
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ン

消
防
本
部

行
田
警
察
署

産　
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路

東小

南
小

文

文

新
町
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〒

市
役
所
産
文

文
行田中

写真店

P

P
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バスターミナル
駐車場

文
忍中

郷土
博物館

17時30分
～21時

東行田駅

郵便局

埼玉
りそな銀行 P

P

公園内ＷＣ
仮設ＷＣ

警備本部

ＷＣ

愛宕神社

行田市駅

★

武蔵野銀行
午後3時～9時 埼玉りそな銀行

午後5時～9時

埼玉縣信用金庫
午後3時～9時

蓮
ま
つ
り
俳
句
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

　

古
代
蓮
を
題
材
に
し
て
行
わ
れ
た
「
蓮
ま
つ
り
俳

句
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。
作
品
（
俳
句
は
最
優
秀
賞
・
特
選
、写
真
は
特
選
・

入
選
・
佳
作
）
は
古
代
蓮
会
館
内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
俳
句
の
優
秀
作
品
集
を
同
館
お
よ
び
商
工

観
光
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
展
示
期
間
　 

11
月
10
日
㈰
ま
で
※
月
曜
日
お
よ
び

祝
日
の
翌
日
は
休
館

▼
入 

賞 

者
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
俳
句

　
最
優
秀
賞　
川
野
当
子

　
特
　
　
選　

 

若
林
愉
貴
雄
、
鎌
田
洋
子
、
増
田
悠

人
、
市
川
千
代
子
、
小
山
照
子
、
内

海
里
子
、
中
島
美
喜
、
清
水
瑛
太
、

長
岡
司
泉
、
山
本
末
彦

　
写
真

　
特
　
　
選　
菅
沼
憲
市

　
入
　
　
選　

 

坂
本
た
つ
江
、
佐
藤
清
、
太
田
利
之
、

森
か
ず
お
、
半
田
充
右
、
安
永
匡
隆
、

斎
藤
秀
子
、
田
中
三
郎
、
小
林
雄
三
、

持
田
敏
男

▼
そ 

の 

他
　 

古
代
蓮
会
館
の
入
館
に
は
入
館
料　

（
大
人
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。
開
館
時

間
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　 

行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課

内
・
内
線
３
８
９
）
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談相種各 （11月15日～12月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

11月26日㈫ ※予約は11月1日㈮から 午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

12月12日㈭ ※予約は11月15日㈮から 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館　
2階会議室 11月18日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

不動産 市役所 11月20日㈬ 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 12月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時

埼玉県行政書士会
埼北支部☎564―
0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 産業文化会館　
2階会議室 12月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 11月19日㈫、12月3日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
10月20日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(曇り）

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当

　
☎
５
５
６
―
９
５
３
０　

　
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
紹
介
制

で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
や

り
取
り
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録
の

際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷プランター　▷すべり台　▷子ども用馬のおもちゃ　
▷臼　▷テレビ　▷冷蔵庫　▷金庫

▷大人用自転車　▷着付け用練習ボディ　▷洋縫用練習
ボディ　▷いす　▷空気清浄機　▷布団乾燥機　▷アッ
プライトピアノ　▷芝刈り機　▷台車　▷電動アシスト
自転車

不
用
品
情
報（
無
料
）

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配
慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果ガ
スである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイル
を見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、
7月1日から7日の期間内の一日について実施しました。
また、エコライフDAY実施の募集をしたところ、3団体
(二持田第一自治会、持田西自治会、ものつくり大学)か
ら応募があり、それぞれ期間を設定し、実施していただ
きました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素
の量は2,072,605グラムとなりました。これは約879
リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化
炭素の量と同じです。

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は3団体(二持田第一自治会、持田西自治会、

ものつくり大学)とその他の合計です。団体別の
詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

エコライフDAY2019夏
の結果をお知らせします

野焼きを行う場合は
周辺に配慮をしましょう

　野焼きは、法律や県条例で禁止されていま
すが、農業を営むために止むを得ないものと
して行われる焼却は、対象外となっています。
　しかしながら、近年、住環境の変化もあり、
稲わら、麦わらおよびもみ殻などの焼却に伴
う煙・灰による体調不良、不快感、通行の妨げ、
火災への不安感や洗濯物への吸着など多数の
相談が市へ寄せられています。稲わら、麦わ
らおよびもみ殻などは、田畑へのすき込みや
たい肥として活用して、可能な限り焼却を控
えていただきますようお願いします。
　また、農業のため止むを得ず、焼却を行う
場合は、大量の煙が発生しないように乾燥さ
せるなど工夫し、周辺に配慮をしましょう。

▶問い合わせ　農政課農政担当（内線386）

納期のお知らせ（11月分）

　生活環境の美化を図るため、全市民参加の市内一斉清掃（ごみゼ
ロ運動）を行いますので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

▶日　　時　11月17日㈰午前8時～10時
　　　　　　※ 悪天候の場合は24日㈰に実施します。また、実施、

延期いずれの場合も午前6時30分に防災行政無線
でお知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

ごみゼロ運動を実施します

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・５期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・５期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・５期

納期限　12月2日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替を
ご利用ください。

・ 納付の相談は随時窓口で実施しています。
▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

　市では、市ホームページ（トップページ）を広告媒体と
して活用することにより、財源を確保し、市民サービス
の向上および地域経済の活性化を図るため、バナー広告
を募集しています。バナー広告とは、市ホームページ内
に表示される有料広告で、広告主の指定するホームペー
ジにリンクするものです。
　ホームページを開設している企業、事業所、自営業を
営む皆さん、月平均8万7千件のアクセスがある市ホー
ムページにぜひ広告を掲載してみませんか。

▶掲載位置　市ホームページのトップページ下段
▶規　　格　【サイズ】縦60ピクセル×横120ピクセル
　　　　　　【形式】GIF（アニメ不可）、JPEGまたはPNG
　　　　　　【容量】6キロバイト以内
　　　　　　※ 画像は、広告主の責任と負担において作

成してください。
▶掲載期間　1カ月単位
▶申し込み　 掲載を希望する開始月の2週間前までに、

行田市広告掲載申込書(市ホームページよ
りダウンロード可)に必要事項を記入の上、
持参または郵送で提出してください。

　　　　　　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸
2―5 行田市広報広聴課

　　　　　　※ 行田市広告掲載要綱第3条および第6条
ならびに行田市公式ホームページ有料広
告取扱要領第10条により掲載の可否を
決定し、通知します。

▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）

会社のPRやイメージアップ
にご活用ください

市ホームページに広告を載せませんか

参加区分※1 参加数
(人)

二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学
２年生

児童 491 248,418 505

家族、
教職員 926 416,696 449

中学
１年生

生徒 532 499,084 938

家族、
教職員 137 128,578 938

一般 ※2 280 257,002 918

市役所 職員など 616 522,827 849

合　　計 2,982 2,072,605 695
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

2223

健康相談（要申し込み）
日　　時　12月11日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

こころの相談（要申し込み）
日　　時　11月27日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 不安や不眠、生活リズムの乱れ、人間関係

など、心に悩みのある方

おとなの健康

ママ･パパ教室（要申し込み）
日　　時　12月5日㈭午前9時30分～正午
　　　　　（午前9時15分から受け付け）
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
内　　容　 歯科医師による歯科講話、歯科
　　　　　健診、沐

もくよく
浴実習、妊婦体験など

※詳細は市ホームページをご覧ください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　11月26日㈫午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食（後期）教室（要申し込み）
日　　時　11月21日㈭午前10時30分～ 11時30分
　　　　　　　　　　（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者(保

護者のみの参加可)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　 11月18日㈪、12月11日㈬午前9時30

分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ

月児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科
健診、3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

「病気があるが、足が不自由で通院できない」、「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センタ―　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」、「訪問歯科診療を行って
いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

11月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月23日（土) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月24日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

12月 1日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

12月 8日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

12月15日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。
　また、埼玉県では、医療機関への適正受診をさらに
推進するために、全国初となるAIを活用した「埼玉県
AI救急相談」を導入しましたので、ご活用ください。
https ://www.pref .sa i tama. lg . jp/a0703/
aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　埼玉県では、次の日程で無料匿名のHIV即日検査を行います。
検査は採血のみで、約1～2時間で検査結果が分かります。なお、
梅毒の即日検査も同時に実施します。

期日・場所　 11月17日・鴻巣市文化センター (クレアこうのす)
大会議室(鴻巣市中央29―1)

　　　　　 12月22日・ウェスタ川越多目的ホール(川越市新宿
町1―17―17)

　　　　　 令和2年1月19日・さいゆうヴィレッジレンタルス
ペース(草加市松原1―7―22)

検査時間　午後0時30分～ 3時(予約不要)
注　　意　 この即日検査により、確認検査が必要になった場合

は、結果報告に約1～ 2週間かかります(HIV検査の
み)。感染の可能性がある日から3カ月以上経過して
からの検査をお勧めします。本検査の結果は、確定
診断をつけるものではありません。

【検査に関する問い合わせ】
公益財団法人埼玉県健康づくり事業団☎0493―81―6729(平
日の午前9時～午後5時)

～12月1日は世界エイズデー～
県内で日曜日にHIV・梅毒即日検査を実施します

日　　時　 11月27日㈬午前10時～午後1時(午前9
時40分から受け付け)

場　　所　VIVAぎょうだ調理室
内　　容　 毎日の生活の中で、気軽に減塩を実践する

ポイントをお伝えします。
　　　　　 栄養講話「減塩方法を知ろう」、調理実習「減

塩メニューを作ってみよう」
対　　象　市内在住の方
定　　員　15人(先着順)
参 加 費　300円(材料費)
持 ち 物　 筆記用具、エプロン、三角巾、スリッパ、

健康づくりチャレンジポイントのリーフ
レット(お持ちの方)

そ の 他　 自宅で作った味噌汁の塩分濃度の測定を希望
される方は容器などに入れてお持ちください。

申し込み　直接また電話で保健センター

健康づくりチャレンジポイント認定講座
減塩方法を知って健康維持！講座

日　　時　 12月5日㈭午前9時30分～ 10
時45分（15分ごとの予約制）

場　　所　保健センター
内　　容　・歯科診察
　　　　　・ 希望される方は、位相差顕微

鏡で口腔内細菌を見ることが
できます。

　　　　　・自分の歯の健康を見直す。
対　　象　 市内在住の方で次のいずれかに

当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護

者（健診は保護者のみでも可）
　　　　　②20～ 39歳の方　
定　　員　25人（先着順）
費　　用　無料
持 ち 物　乳幼児の方は、母子健康手帳
そ の 他　 ブラッシング指導を希望される

方は、別の日に行います。
申し込み　 11月28日㈭までに電話で同セ

ンター

次世代デンタル健診

　糖尿病は、自覚症状がないままに進行していく恐ろしい病気です。そのため、早期に発見し、治療へつなげる
ことが大切です。市内の次の薬局では、糖尿病にかかるリスクが簡単に測定できます。各薬局の窓口に用意して
いる申込用紙に必要事項を記入し、測定を受けてみませんか。

糖尿病リスク測定ができる薬局

11月14日は「世界糖尿病デー」
～やってみよう、薬局でお手軽カンタン糖尿病リスク測定！～

薬局名 所在地 電話番号
かもゐ漢方薬局 行田8―5 556―2209
さくらヶ丘調剤薬局 小見1399―6 553―5211
トーア薬局 長野1263―7 556―1402
土橋薬局 桜町2―25―13 556―2226
パルシィー薬局行田長野店 長野2―29―38 556―4193
フジイ薬局 若小玉111―1 554―5482
ふじみ薬局 富士見町2―3―8 564―1616
フレンド薬局 宮本16―24 501―8661
ミキ薬局埼玉行田店 佐間1―27―3 555―3191
よつば薬局 富士見町2―1―12 552―1193
薬局アポック行田店 富士見町2―17―1 564―1200
ファーコス薬局行田 佐間2―16―36 550―1007

内　　容　 指先から採取したごくわずかな血液を測定装置に入れて、約3分で測定できます。これにより、糖尿
病と密接な関係にある血液中のHbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）の値を測定します。

HbA1cの値 判　　　定

5.6～5.9 将来糖尿病を発症するリスクが高い
薬剤師や保健センタ―へ相談することをお勧めします

6.0～6.4 糖尿病の可能性を否定できない
できるだけ早く医療機関へ受診することをお勧めします

6.5以上 糖尿病が強く疑われる
直ちに医療機関へ受診することをお勧めします

費　　用　 1回500円（本市に住民票のあ
る方）

そ の 他　 年間の測定回数に制限はありま
せんが、抗血栓薬の服用や出血性
疾患のある方は測定できません。
未成年が測定を希望する場合は、
親権者の同意が必要となります。
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

令和2年2月25日まで耐震改修工事に
伴い休館中です。
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

問

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿
イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

11月2日㈯午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしの会

VIVA
ぎょうだ
プレイルーム

11月9日㈯午後2時 おはなしポケット

11月17日㈰午後2時 おしゃべりインコの会

11月23日㈯午前11時 おはなしタンバリン

12月7日㈯午後2時 おはなしの会

12月14日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
11月13日㈬・20日㈬、
12月11日㈬・18日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 11月3日㈰、12月1日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 11月16日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 11月17日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 ①11月10日㈰ 午後2時
②12月8日㈰ 午後2時

①ぽこぽんのゆかいな西遊記
② ムーミン谷とウィンターワ
ンダーランド

図書館職員 中央公民館
和室

図書館シネマ倶楽部 11月24日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

奥様は魔女（洋画：102分)
出演：ニコール・キッ
ドマン　ウィル・フェ
レル　他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

2425

臨時窓口
▶利用時間　午前9時30分～午後7時
▶場　　所　「みらい」談話コーナー
▶閉 鎖 日　 11月5日㈫・11日㈪・18日㈪・25日㈪、

12月2日㈫・9日㈪・16日㈪・18日㈬・
23日㈪・29日㈰・30日㈪・31日㈫

臨時学習室
▶利用時間　午前9時30分～午後7時
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶閉 鎖 日　 臨時窓口閉鎖日と同日、11月3日㈰・

13日㈬～ 15日㈮・24日㈰、12月22
日㈰

▶そ の 他　12月10日㈫は午後1時まで利用不可

児童書閲覧室
▶利用時間　午前9時～午後5時
▶場　　所　VIVAぎょうだプレイルーム
▶閉 鎖 日　臨時窓口閉鎖日と同日(12月18日を除く)

長期休館中の臨時窓口・学習室・児童書閲覧室 読み聞かせボランティア養成講座（初級）
　ボランティアとして読み聞かせの経験のない方、も
しくは経験の浅い方のために、基礎的技術や知識を学
ぶ講座です。

▶日　　時　 12月4日㈬・17日㈫・25日㈬午前10
時～正午(全3回、25日は実践としてお
はなし会に出演)

▶場　　所　 中央公民館第1学習室（25日のおはなし
会はVIVAぎょうだプレイルーム）

▶講　　師　 小野寺るり子さん(おはなしボランティア
指導者)

▶対　　象　次の全てに該当する方
　　　　　　・ボランティア活動希望の方
　　　　　　・3日間講座とおはなし会に参加できる方
　　　　　　・読み聞かせを学びたい、知りたい方
▶定　　員　10人(先着順)
▶申し込み　直接または電話で図書館

忍の行田の「昔ばなし」語り部の会

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～�

発足　平成23年8月
会員数　約100人（この内、語り部伝承者は18人）
活動の目的　失われつつある行田の昔ばなしを次の世代へつ
なげる。
活動内容・ 出前講演の開催
　　　　・ 「語り部」養成講座
　　　　・本「行田の昔ばなし」の出版
主な活動場所　観光情報館ぶらっと♪ぎょうだ、カフェギャ
ラリー高澤記念館、石之蔵空華
市民の皆さんへ　行田市は、県下ではまれに見る古代・中
世・近世に至る歴史的遺産豊

ほうじょう
饒の地であり、伝説や史話の

宝庫というべき地です。今日、せわしいデジタル時代の中で、
失われつつあるこれらの記憶を多くの市民の皆さんに知っ
ていただけるよう、「語り部」を通して発信しています。行
田の昔ばなしを次の世代へ伝承していくため、ぜひ私たち
の語り部を聞いてみませんか。

【会長】 福島 伸悦 【電話番号】 090―8879―6802

須加・砂原阿弥陀堂での公演の様子

市制施行70周年記念事業 大人のための朗読会を開催します
　絵本や小説など多様なジャンルの作品を、質の高い音にして皆さんにお届けする朗読会を今年も開催します。
黙読とは一味異なる言葉のリズムを、ぜひお楽しみください。

▶日　　時　11月19日㈫午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　・「慣用句シヨウ」中川ひろたか／文、村上康成／絵　ハッピーオウル社
　　　　　　・「山月記」中島敦／著　講談社
　　　　　　・「二番目の悪者」林木林／作、庄野ナホコ／絵　小さい書房
　　　　　　その他、西加奈子、藤沢周平、江國香織、山本有三など5作品の
　　　　　　朗読を実施します。
▶定　　員　70人(先着順)
▶協　　力　行田朗読の会
▶申し込み　直接または電話で図書館

　　

▶期　　間　11月8日㈮～ 28日㈭
▶場　　所　旧忍町信用組合店舗内
▶内　　容　 昭和20年代～30年代の市内の風景写真を

展示します。
▶入 館 料　無料
▶問い合わせ　文化財保護課（内線5322）

第7回  T
テ ア ト ル

héâtre  V
ヴェール

ert
「昔の行田の写真展」を開催します

昭和31年 本町通りでの七夕の様子
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　9月25日と10月8日の2日間、市制施行70周年記念
「日本遺産めぐり」が開催されました。
　これは、市職員のガイドを受けながら、イサミ足袋工
場や今津印刷所、武蔵野銀行行田支店などの日本遺
産構成資産を徒歩で巡るツアー。普段は非公開であ
る足袋工場などの内部を見学した参加者は、とても有
意義な時間を過ごしている様子でした。

　9月22日、観光情報館「ぶらっと♪ぎょうだ」で行田市ゼリー
フライの大使潮崎ひろの震災復興チャリティーライブが行われ
ました。
　東日本大震災発生後の平成23年6月から、少しでも被災地
の復興に貢献したいという思いで始め、このたび100回目を迎
えたチャリティーライブ。これまで寄せられた寄付金は50万円
ほどにのぼり、その収益は被災自治体へ直接手渡しされていま
す。この日も、潮崎さんによる明るく朗らかな歌声が披露され、
客席からは盛んな拍手が送られました。

　10月20日、水城公園多目的広場（バスターミナル駐車場
西側）で第24回行田市ふれあい福祉健康まつりが開催され
ました。
　忍さくらんぼ会による勇壮な和太鼓の演奏で幕を開けたこ
のイベントは、他にも歌やダンスなどのパフォーマンスが披露
され、会場を盛り上げました。また、福祉・ボランティア団体ら
によるPRや保健団体による健康啓発なども行われ、来場者は
福祉と健康に対する理解と関心を深めているようでした。

　10月6日、枝豆収穫体験「忍城おもてなし甲冑隊と共に幻の
行田在来枝豆を収穫せよ」が行われました。
　参加者は、忍城おもてなし甲冑隊とともに、埼玉地内にある
土
トゥ
土
トゥ
はにわ農園の畑で、6月に苗を植えた枝豆の収穫を楽しみ

ました。収穫後は、はにわの館に移動し、採れたばかりの枝豆
を調理。参加者は「甘くておいしい」と行田在来枝豆特有の甘
味や風味を堪能していました。

　9月21日、産業文化会館ホールで、秋の交通安全運動出発
式が開催されました。
　式典で、行田市交通安全母の会会長の長島寛さんが、より
一層交通事故防止に努めてほしいという県知事からのメッ
セージを読み上げました。また、一日警察署長を委嘱された
千葉県船橋市在住のご当地キャラクターふなっしーが、埼玉
県警察音楽隊が演奏する自転車安全利用五則「5Song（ごそ
んぐ）」に合わせて機敏なダンスを披露。集まった人たちへ
交通安全を呼び掛けました。

　9月28日、忍城址などを会場に、行田忍城オリムピック
2019が開催されました。
　市内外に行田の魅力を発信しようと市制施行70周年記念
の市民提案事業として実施されたもの。足袋をはいての綱
引きやリレー、玉の代わりに足袋を投げ入れる「足袋入れ」が
行われ、参加者は、「足袋のまち行田」ならではの競技を楽し
んでいました。

　10月11日、行田市立東小学校で、「ひらけ!日本舞踊のと
びら」のワークショップが開催されました。
　これは、文化庁による「文化芸術による子供の育成事業」
のワークショップとして、日本舞踊の所作を学ぶもの。当日
は東小学校の5年生69人が、浴衣に着替えて、正座、お辞
儀などの基本動作を学び、おはやしに合わせ、演目「雷神・風
神」を踊りました。子供たちは、目の前でおはやしが演奏さ
れると、その迫力に驚きながらも真剣な眼

まな
差
ざ
しで見つめてい

ました。

　9月28日、行田グリーンアリーナ柔道場で第2回ぎょうだ郷土
かるた大会が行われました。
　この大会に、市内小学生と保護者らで構成された24チームが
参加し、3人1組の団体戦で競技を行いました。出場者は真剣
な表情で耳を澄ませ、いざ読み手が上の句を読み上げると、手
を伸ばして「はいっ」と大きな声で札を取り合っていました。

日本遺産めぐり

行田市ゼリーフライの大使潮崎ひろの
震災復興チャリティーライブ

行田市ふれあい福祉健康まつり

忍城おもてなし甲冑隊と共に
幻の行田在来枝豆を収穫せよ

秋の交通安全運動出発式

行田忍城オリムピック2019

「ひらけ !日本舞踊のとびら」
のワークショップ

第2回ぎょうだ郷土かるた大会

GYODA CITY 写真館写真館
P H O T O N E W S
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プ
し
ま
す
。　
▼

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魅
力
創
造
倶
楽

部　
▼
後
援
　
行
田
市　
▼
問
　
同

法
人
羽
鳥
☎
０
９
０
―
３
１
３
８
―

１
７
６
９

▼
日
時
　
11
月
7
日
㈭
〜
17
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
5
時　
▼
場
所
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
思
い
出
の
城
な
ど
全
国
公

募
で
集
め
た
城
の
絵
手
紙
を
展
示　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト

化
作
戦
実
行
委
員
会
☎
０
９
０
―

７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
第
1
研
修
室　
▼
内

容
　
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど　
▼
対
象
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

「
光
の
道
の
創
造
」

ウ
イ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

in
水
城
公
園

あ
な
た
の
心
に
残
る
お
城

全
国
名
城
絵
手
紙
展

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

 

セ
ン
タ
ー
交
流
会

４
８
３
４
）　
▼
内
容
　
勾ま
が
た
ま玉
づ
く

り
、
火
お
こ
し
な
ど
の
古
代
体
験
や

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
行
田
特
別

支
援
学
校
で
作
成
し
た
物
品
の
販
売

な
ど
。　

▼
費
用
　
勾
玉
づ
く
り

２
５
０
円
〜
３
５
０
円
（
白
・
ピ
ン

ク
・
黒
）、
火
お
こ
し
１
０
０
円
※

い
ず
れ
も
当
日
先
着
順　
▼
そ
の
他
　

当
日
は
入
館
無
料
。
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
定
員
な
ど
詳
細
は
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　

同
館
☎
５
５
９
―
１
１
８
１

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈰
午
前
9
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
そ
の

他
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
軍
手
、
ご
み
袋
は
用
意

し
ま
す
）　
▼
問
　
同
会
会
長
栗
原

☎
５
５
７
―
０
０
９
１

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

冬
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
お
よ
び
観
察
会

▼
日
時
　
11
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
6
時　

▼
場
所
　

商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
自
身
で
衣
装
や
装
飾

品
を
身
に
付
け
て
、
市
内
各
所
で
写

真
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ス

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。　

▼
参
加

費
　
2
千
円　
▼
主
催
　
リ
ポ
ッ
ト

株
式
会
社　
▼
後
援
　
行
田
市　
▼

問
　
同
社
☎
０
３
―
５
８
７
５
―

３
７
３
６

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈭
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分　

▼
場
所
　
県
立

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
（
埼
玉

イ
ベ
ン
ト

Ｂ
ｏ
ｏ
ｔ
ｙ
紅
葉
ふ
ぇ
す

in
行
田
市

さ
き
た
ま
秋
祭
り

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び

子
育
て
中
の
方
お
よ
び
子
育
て
支
援

に
興
味
の
あ
る
方　
▼
定
員
　
50
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
申
・

問
　
11
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
行
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
）
☎
５
５
０
―
７
６
２
０

▼
日
時
　
11
月
22
日
㈮
〜
28
日
㈭
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
※
28
日
は
午
後

3
時
ま
で　
▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍

1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
ト
の
展
示
。
23
日
㈯
・
24

日
㈰
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
忍

町
ア
ー
ト
化
作
戦
実
行
委
員
会
☎

０
９
０
―
７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
12
月
8
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
曲
目
　「
イ
ギ
リ
ス
民
謡
組

曲
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
他　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

行
田
市
民
吹
奏
楽
団　
▼
後
援
　
行

田
市
他　

▼
そ
の
他
　
席
に
限
り

あ
り　

▼
問
　
同
団
代
表
青
木
☎

０
８
０
―
９
２
６
５
―
７
８
９
１

第
14
回

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
9
回
冬
の
小
さ
な
音
楽
会

▼
日
時
　
11
月
16
日
㈯
【
午
前
の

部
】
午
前
10
時
開
始
【
午
後
の
部
】

午
後
1
時
開
始
（
所
要
時
間
約
2

時
間
）　

▼
場
所
　
元
荒
川
水
循

環
セ
ン
タ
ー
（
桶
川
市
小
針
領
家

９
３
９
）　
▼
内
容
　
下
水
道
施
設

を
見
学
し
な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
景
品
が
も

ら
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
抽
選
で
す
て

き
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。　
▼
参

加
無
料
　
▼
そ
の
他
　
小
学
生
以
下

は
保
護
者
が
同
伴
の
こ
と
。
事
前

申
し
込
み
不
要
。　
▼
問
　
埼
玉
県

下
水
道
公
社
荒
川
左
岸
北
部
支
社
☎

０
４
８
―
７
２
８
―
２
０
１
１

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈭
午
前
9
時
〜

正
午　
▼
集
合
　
館
林
駅
東
口
（
館

林
市
本
町
2
―
1
―
1
）　
▼
内
容
　

館
林
市
に
あ
る
城
沼
を
一
周
す
る
ウ

オ
ー
キ
ン
グ　
▼
参
加
無
料
　
▼
主

催
　
行
田
協
立
診
療
所　

▼
後
援
　

行
田
市　
▼
そ
の
他
　
午
前
9
時
に

同
診
療
所
（
本
丸
18
―
3
）
を
出
発

す
る
車
両
あ
り　
▼
申
・
問
　
11
月

20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
診
療
所
☎

５
５
６
―
６
７
５
５

県
民
の
日

「
水
循
環
セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
」

館
林　
歴
史
・
文
化
と

朝
陽
の
小
径
を
ゆ
く

第2回行田農業まつり

▶ 日時　12月7日㈯午前9時
30分～午後3時　

▶ 場所　JAほくさい行田中央
支店広場（富士見町1―8―
1）　

▶ 内容　市内農産物・加工品
および年末食品の展示・即
売、抽選会

▶ 主催　行田市農業祭実行委
員会、JAほくさい行田中央
支店　

▶ その他　行田市農産物品評
会を同時開催　

▶ 問　同実行委員会事務局（農
政課内・内線388）または同
支店☎556―1171

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

オーナー　潮崎 知恵子
【事業内容】 イタリアン料理
【所在地】 佐間3―2999

株式会社Verde
（イタリアン トラットリア ラノッキオ）

　

株
式
会
社V

e
rd

e

が
経
営
す
る
イ
タ
リ
ア

ン 

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア 

ラ
ノ
ッ
キ
オ
は
、
本
格

的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
ペ
ッ
ト
を
ド
ッ
グ
ラ
ン
で
遊
ば
せ
る

こ
と
が
出
来
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
潮
崎
知
恵
子
さ
ん
は
、

以
前
勤
め
て
い
た
会
社
の
イ
タ
リ
ア
研
修
の

際
に
食
べ
た
現
地
の
料
理
の
味
に
感
激
し
、

自
身
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
研
究
し
始
め
ま
し

た
。
元
々
趣
味
で
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て

い
た
と
い
う
潮
崎
さ
ん
は
、
長
年
の
夢
で
あ

る
自
分
の
店
を
開
き
た
い
と
い
う
思
い
が
次

第
に
強
く
な
り
、
開
業
に
向
け
て
知
人
か
ら

い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

店
舗
の
場
所
は
、
か
ね
て
か
ら

「
み
ら
い
」

の
近
く
を
希
望
し
て
お
り
、
図
書
館
利
用
者

や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が
、
一
息
つ
け
る
場
所

を
提
供
し
た
か
っ
た
か
ら
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
、
イ
タ
リ
ア
ン 

ト
ラ
ッ
ト
リ

ア 

ラ
ノ
ッ
キ
オ
が
オ
ー
プ
ン
。
ラ
ノ
ッ
キ
オ

と
は
イ
タ
リ
ア
語
で

「
か
え
る
」
と
い
う
意

味
で
す
。
娘
の
ひ
ろ
の
さ
ん
が
小
さ
い
頃
か

ら
好
き
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
潮
崎
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
手

助
け
に
よ
り
、
開
店
は
思
っ
て
い
た
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
謝
し

ま
す
。
訪
れ
た
方
が
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
設

計
し
た
店
内
の
窓
か
ら
は
、
田
園
風
景
が
広

が
り
ま
す
。
そ
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
感
想
を
話
し
合
っ
て
い
る

お
客
さ
ん
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
る
と
潮
崎

さ
ん
は
語
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ン
料
理
が

運
ば
れ
る
ま
で
お
客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い
よ

う
に
と
、
前
菜
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
常
に
新
鮮
な
料
理
を
提
供
し

た
い
と
、
シ
ェ
フ
が
補
充
に
は
気
を
か
け
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
優
し
い
雰
囲
気
が
好
ま
れ
て
、
店

は
コ
ン
サ
ー
ト
や
結
婚
式
の
会
場
に
も
使
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

は
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顔
な
じ
み
か

ら
の
要
望
で
犬
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が
出

来
る
料
理
や
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
か
わ
い
が
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
と
テ
ラ
ス
席
で
食
べ
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
す
。

　

潮
崎
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
が

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
場
を
提
供
し
た
い
。

わ
ん
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
気
軽
に
訪
れ
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

心
落
ち
着
く
田
園
風
景
と
と
も
に
、
幸
せ
な

ひ
と
と
き
が
流
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

田園風景を眺めながらゆっくりと語り合う場所を
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▼
日
時
　
12
月
6
日
㈮
午
後
2
時
30

分
開
演
（
午
後
2
時
開
場
）　
▼
場

所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　
▼
内

容
　
立
川
談
四
楼
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
泣
き
笑
い
人
生　
シ
ャ
レ
の
ち
曇

り
」　

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着

順
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
申
　
公
益

社
団
法
人
行
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11

月
21
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
（
商
工
セ

ン
タ
ー
内
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―

６
９
６
９　
▼
問
　
同
会
☎
５
５
４

―
４
５
３
５

▼
日
時
　
11
月
19
日
㈫
、
12
月
17
日

㈫
、
令
和
2
年
1
月
21
日
㈫
、
2
月

18
日
㈫
の
午
後
1
時
15
分
～
2
時
45

分　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館　
▼

内
容
　
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
正

し
い
使
い
方
な
ど
を
学
ぶ
。　
▼
講

師
　
加
納
桂
輔
（
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
研
究
家
）　
▼
定

員
　
5
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

２
千
９
８
０
円
（
一
日
分
、
教
材

行
田
法
人
会　
健
康
講
座

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
入
門
講
座

費
な
ど
を
含
む
）　
▼
持
ち
物
　
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
貸

し
出
し
あ
り
）　

▼
申
・
問
　
11
月

5
日
㈫
～
令
和
2
年
2
月
15
日
㈯
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ぎ
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ

ブ
加
納
☎
０
８
０
―
８
０
８
０
―

７
６
１
６

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈭
午
後
2
時
～

3
時
30
分
（
午
後
1
時
30
分
か
ら

受
け
付
け
）　
▼
場
所
　
旧
忍
町
信

用
組
合
店
舗
内　

▼
内
容
　
プ
ロ

歌
手
を
講
師
に
楽
し
く
学
び
「
歌

声
喫
茶
」
を
体
験
す
る　

▼
講

師
　
フ
ジ
タ
ル
イ
ジ
（
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
）　
▼
ピ
ア
ノ
　
は
じ
よ
し
こ　

▼
ド
ラ
ム
ス
　
は
じ
ひ
ろ
し　

▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
1
千
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付

き
）
※
教
本
は
別
途
1
千
円　
▼
主

催
　
行
田
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　
▼
申
・
問
　
バ
ー
ル
コ
コ
モ
☎

５
５
６
―
１
２
５
３

▼
日
時
　
①
11
月
23
日
㈯
、
②
12
月

14
日
㈯
午
後
2
時
～
4
時　

▼
場

所
　
①
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
研
修
室

歌
声
教
室

さ
き
た
ま
ト
ー
ス
ト

マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
英
会
話
講
座

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈪
午
後
1
時
30

分
～
3
時　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
高
野
龍
昭

さ
ん
（
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
部
生
活
支
援
学
科
准
教
授
）
に
よ

る
介
護
保
険
の
具
体
的
な
活
用
方
法

や
今
後
予
測
さ
れ
る
制
度
改
正
の

動
向
に
つ
い
て
の
解
説　

▼
定
員
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
無

料
　
▼
主
催
　
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　
▼
申
・
問
　
11
月
25
日
㈪
ま

で
に
電
話
で
同
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

講
演「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
！

最
新
・
介
護
保
険
制
度
！
」

1
、
②
忍
・
行
田
公
民
館
会
議
室
1　

▼
内
容
　
5
分
前
後
の
英
語
の
ス

ピ
ー
チ
を
発
表
し
、
英
語
で
論
評
す

る
。　
▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼

定
員
　
5
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講

料
　
1
回
５
０
０
円
（
資
料
代
な

ど
）　
▼
問
　
さ
き
た
ま
ト
ー
ス
ト

マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
榎
本
☎
０
８
０

―
５
１
８
０
―
４
６
０
９

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　

▼
内
容
　
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
の
専
門
家
が
法
律
関
係
、
税
金
、

年
金
、
労
働
問
題
に
応
じ
る
。　
▼

費
用
無
料
　
▼
問
　
行
田
民
主
商
工

会
☎
５
５
９
―
３
５
７
３

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
ク
リ

ス
マ
ス
・
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
」　
▼
対

相
　
　
談

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

山
口
百
恵
・
映
画
ポ
ス
タ
ー
展

▼
日
時
　
11
月
1
日
㈮
～
12
月
27
日

㈮
午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
Ｊ

Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱
里
山
町
13

―
2
）　
▼
内
容
　
一
億
人
の
胸
に

輝
き
続
け
る
山
口
百
恵
の
映
画
ポ
ス

タ
ー
や
雑
誌
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
展

示レ
ト
ロ
を
楽
し
む
懐
古
展

▼
日
時
　
11
月
1
日
㈮
～
12
月
27
日

㈮
午
前
11
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

※
水
曜
日
を
除
く　

▼
場
所
　
く

り
や
ラ
ー
メ
ン
（
押
上
町
15
―
1
）　

▼
内
容
　
懐
か
し
い
ポ
ス
タ
ー
や
雑

誌
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示　

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
11
月
17
日
㈰
午
後
2
時
～

4
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館
第
2

学
習
室　
▼
内
容
　
10
～
20
パ
ー
セ

ン
ト
の
燃
費
向
上
が
期
待
で
き
る
エ

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
座
・
講
演
・
教
室

財
布
に
や
さ
し
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
演
会

▼
日
時
　
12
月
の
毎
週
水
・
木
曜

日
（
年
末
を
除
く
）
午
後
5
時
～

7
時
（
水
曜
日
）、
午
後
7
時
～
9

時
（
木
曜
日
）　

▼
場
所
　
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
内
容
　
空
手
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン

グ
、
カ
ン
フ
ー
な
ど
の
技
を
学
び
、

楽
し
く
厳
し
く
心
と
体
の
成
長
を
目

指
す
。　
▼
対
象
　
5
歳
以
上　
▼

参
加
費
　
1
千
５
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）　

▼
申
・
問
　
総
合
武
道

武
活
道
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４

―
９
５
９
０

寒
い
季
節
に
楽
し
く
運
動
！

１
カ
月
お
気
軽
武
道
体
験
会

象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）
※
生
後
4
カ
月
以
上
の
託
児
付

き　
▼
参
加
費
　
１
０
０
円　
▼
主

催
　
行
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

連
合
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会　
▼
申
・
問
　
12
月
1
日
㈰

ま
で
に
電
話
で
同
連
合
会
☎
５
５
７

―
５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈮
午
後
1
時
～

4
時
お
よ
び
午
後
5
時
～
8
時　
▼

場
所
　
埼
玉
弁
護
士
会
館
2
階
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
4
―
7
―

20
）　

▼
内
容
　
銀
行
、
信
販
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
消
費
者
金
融
、
ヤ
ミ
金

融
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
専
門
家
が
債
務
整
理
や

生
活
再
建
の
相
談
に
応
じ
る
。　
▼

持
ち
物
　
筆
記
用
具　
▼
主
催
　
埼

玉
県
多
重
債
務
対
策
協
議
会
（
県
消

費
生
活
課
内
）　
▼
そ
の
他
　
臨
時

電
話
に
つ
き
受
付
期
間
以
外
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。　
▼
申
・
問
　
11
月

1
日
㈮
～
14
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

4
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
に
電
話
で
同
課
☎
０
４
８
―

８
３
０
―
２
９
３
５

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
解
説　
▼
講
師
　
福

田
慎
太
郎
さ
ん
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研

究
所
代
表
）　

▼
定
員
　
50
人　

▼

参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
環
境

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・
問
　
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
中
村
☎
０
９
０
―

１
７
７
８
―
４
０
６
２
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４
―
１
１
６
７
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

green.hiro39@
gm
ail.com

令和元年度古文書講座～初級編～

　郷土博物館学芸員が講師となり、江戸時代の行田
市域に関係する古文書を用いて古文書解読講座を行
います。
▶期日およびテーマ　
回 期　日 テーマ

第1回 12月₇日㈯ 論所裁許絵図を読む

第2回 12月21日㈯ 武家の先祖書を読む

第3回 ₁月11日㈯ 藩主の昇進願書を読む

第4回 ₁月25日㈯ 農民教諭書「教諭三章」を読む

▶時間　午後2時～ 4時
▶場所　同館講座室
▶対象　できるだけ全4回とも参加できる方
▶定員　40人（先着順）
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

利根川川除普請争論の裁許絵図（郷土博物館蔵）

広告広告
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322019.11 市報 ぎょうだ33
人口81,029人（－63）　男40,227人（－17）　女40,802人（－46）　世帯数35,004世帯（20）
9月中の異動　出生32人　転入等208人　死亡101人　転出等204人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

Ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
（
出
井
麻
莉
子
・
長

谷
川
舜
・
松
本
清
）、【
12
月
1
日
】

潮
崎
ひ
ろ
の
（
行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ

イ
の
大
使
）、【
7
日
】
Ｎ
ｏ
ｔ
ｒ
ｅ　

Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
、【
8
日
】
小
池
穂
波

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）・
小
林
礼
美
（
ピ

ア
ノ
奏
者
）、【
14
日
】
Ｎ
ｏ
ｅ
（
行
田

市
観
光
大
使
）、【
15
日
】
宮
澤
達
也

（
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
）・
ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ

（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）
※
い
ず
れ
も
午
後

6
時
か
ら
1
時
間
程
度

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
11
月
30
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
風
と
共
に
去

り
ぬ
」（
上
映
時
間
２
１
３
分
）　
▼

定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼

入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
事
前
申
し

込
み
不
要
。メ

ッ
セ
ー
ジ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
恋
人
、
家
族
、
友
達
な
ど
大
切
な

方
へ
の
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
乗
せ

て
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
投
影
日
時
　
12
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
30
分　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
同

行
田
寄
席

▼
日
時
　
令
和
2
年
2
月
15
日
㈯

午
後
5
時
30
分
開
演
（
午
後
5
時

開
場
）　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
出
演
　
三
遊
亭
円
楽
、

春
風
亭
昇
太
、
林
家
た
い
平
、
三
遊

亭
楽
京
他　

▼
入
場
料
　
全
席
指

定　

3
千
円
※
未
就
学
児
入
場
不

可
。
一
人
6
枚
ま
で
購
入
可
。　
▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
11
月
30
日
㈯

午
前
9
時
か
ら
同
館
他
各
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
リ
ノ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
は
1

人
1
回
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
人
に
古
代
蓮
の
里
売
店
で
使
え
る

買
物
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
な
お
、
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
間
　
11
月
23
日
㈯
〜
12
月
25
日

㈬
午
後
4
時
30
分
〜
8
時
30
分　
▼

対
象
　
同
館
入
館
者　

▼
参
加
無

料
　
▼
そ
の
他
　
要
入
館
料
（
大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未
就

学
児
は
無
料
）

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

〜
10
万
石
の
夜
景
〜

　
古
代
蓮
会
館
の
開
館
時
間
を
延
長

し
、
売
店
出
店
業
者
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
特
別
販
売
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
展
望
室
か
ら
の
夜

景
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
11
月
23
日
㈯
〜
12
月
25
日

㈬
※
期
間
中
は
無
休　
▼
開
館
時
間
　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
30
分
（
入
館

受
け
付
け
は
午
後
8
時
ま
で
）　
▼
入

館
料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
人
】

２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料　
▼

そ
の
他
　
期
間
中
、
同
館
休
憩
所
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
【
11
月
24
日
】

山
田
知
世
（
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
）・

安
永
桜
子
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）、【
30
日
】

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９

▼
期
間
　
11
月
23
日
㈯
〜
令
和
2
年

1
月
5
日
㈰　
▼
点
灯
時
間
　
午
後

4
時
30
分
〜
9
時
※
11
月
23
日
は
、

午
後
5
時
30
分
か
ら
の
点
灯
式
後
に

点
灯
。　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里
園

内　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
（
古
代
蓮

会
館
内
）古

代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ク
イ
ズ
に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う

　
古
代
蓮
会
館
内
で
出
題
さ
れ
て
い

る
ク
イ
ズ
の
答
え
を
、
ヒ
ン
ト
を
も

と
に
探
し
て
、
応
募
用
紙
に
記
入
の

上
、
館
内
に
設
置
さ
れ
た
応
募
箱
に

館
内
壁
面
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
影
。　
▼
応
募
方

法
　
館
内
に
あ
る
応
募
用
紙
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
12
月
15
日
㈰
ま

で
に
館
内
の
応
募
箱
に
投
函
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
の
応
募

可
）。
1
日
3
組
限
定
。
希
望
日
ご

と
に
先
着
順
。

古
代
蓮
会
館 

緑
化
推
進
講
座

第
３
回
「
新
年
の
寄
せ
植
え
」

▼
日
時
　
12
月
14
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
日
本
の
伝
統
的

園
芸
で
あ
り
、
正
月
を
彩
る
新
年
の

寄
せ
植
え
を
作
る　
▼
講
師
　
萩
原

文
雄
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園

芸
専
門
学
校
）　
▼
対
象
　
小
学
生

以
上　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
2
千
５
０
０
円
（
材
料

代
、
保
険
料
）　

▼
申
　
11
月
15
日

㈮
午
前
9
時
か
ら
同
館

（
ベ
イ
シ
ア
行
田
店
内
）
☎
５
５
５

―
３
１
８
０
、八
木
橋
百
貨
店
☎

５
２
３
―
１
１
１
１
、
イ
ー
プ
ラ
ス

http://eplus.jp

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
親
善
大
会
）

▼
日
時
　
12
月
7
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
1
時
（
開
場
は
午
前
8
時
20
分

か
ら
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
ブ
ロ
ッ
ク
別

（
3
〜
4
チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と

し
、
各
チ
ー
ム
2
試
合
の
親
善
試
合

を
行
う　
▼
対
象
　
市
内
の
小
学
3

年
生
〜
6
年
生　
▼
参
加
費
　
1
人

２
０
０
円
（
監
督
者
も
含
む
）
▼
申
　

各
小
学
校
お
よ
び
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
28
日
㈭
午

前
8
時
30
分
〜
12
月
1
日
㈰
午
後
8

時
に
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（令和元年10月1日現在）

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　

▼
場
所
　
深
谷

市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

（
深
谷
市
上
柴
町
4
―
2
―
14
・
キ

ラ
ラ
上
柴
内
）　
▼
相
談
内
容
　
相

続
、
遺
言
、
登
記
、
債
務
整
理
、
成

年
後
見
、
不
動
産
の
名
義
変
更
な

ど　
▼
相
談
方
法
　
面
談
相
談
（
1

組
1
時
間
、
要
予
約
）　
▼
相
談
無

料
　
▼
主
催
　
埼
玉
司
法
書
士
会　

▼
申
　
電
話
で
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
―
８
３
８
―
７
４
７
２　

▼
問
　
同
会
事
務
局
☎
０
４
８
―

８
６
３
―
７
８
６
１

▼
受
付
期
間
　
令
和
2
年
1
月
9
日

㈭
ま
で　

▼
試
験
日
　
1
月
17
日

㈮
・
18
日
㈯
の
う
ち
指
定
す
る
日　

▼
試
験
会
場
　
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基

地
（
熊
谷
市
拾
六
間
８
３
９
）　
▼

対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

（
32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
1

日
か
ら
起
算
し
て
3
月
に
達
す
る
日

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

募
　
　
集

自
衛
官
候
補
生

の
翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し

て
い
な
い
方
）　
▼
問
　
防
衛
省
自

衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所
☎
５
２
２
―
４
８
５
５

▼
テ
ー
マ
　
1
月
1
日
〜
11
月
30
日

に
県
内
を
旅
し
て
出
逢
っ
た
、
お
も

て
な
し
や
心
温
ま
る
出
逢
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。　
▼

募
集
内
容
　「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、

「
誰
に
」、「
何
に
」、「
ど
の
よ
う

な
」
な
ど
の
内
容
を
３
０
０
字
以
内

（
タ
イ
ト
ル
を
除
く
）
で
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。　

▼
そ
の
他
　
抽
選

で
県
内
観
光
事
業
者
か
ら
の
提
供

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。　
▼
申
　
11
月

30
日
㈯
ま
で
に
お
も
て
な
し
力
向

上
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.om
otenashi-

saitam
a.jp/

）
を
参
照
し
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
県
観
光
課

☎
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
５
５

埼
玉
で
出
逢
っ
た

お
も
て
な
し
エ
ピ
ソ
ー
ド

広告広告



　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
2
年
前
に
新
し
く

収
蔵
さ
れ
た
ば
か
り
の
資
料
で
す
。
そ
の
名

を
ヌ
カ
カ
マ
ド
と
い
い
ま
す
。
製
品
と
し
て

は
籾も
み

殻が
ら

カ
マ
ド
な
ど
の
呼
び
名
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
行
田
市
で
は
ヌ
カ
カ
マ
ド
と
呼
ば

れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
名
前
か
ら
分
か
る
と

お
り
、
火
を
お
こ
し
て
食
品
の
煮
炊
き
に
使

う
か
ま
ど
の
一
種
で
、
上
部
に
羽は

釜が
ま
を
置
い

て
使
い
ま
す
。
溶
か
し
た
鉄
を
鋳い

型が
た

に
流
し

て
造
る
鋳
ち
ゅ
う

鉄て
つ

製
品
で
、県
内
で
は
鋳い

物も
の

の
街・

川
口
市
で
か
つ
て
盛
ん
に
造
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
本
資
料
も
形
状
や
刻
印
さ
れ
た
品
名
か

ら
川
口
産
の
製
品
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
ヌ
カ
カ
マ
ド
の
燃
料
に
は
薪た
き
ぎで

は
な
く
籾

殻
を
使
い
ま
す
。
籾
殻
は
精
米
の
過
程
で
大

量
に
出
る
も
の
で
す
が
、
焼
い
た
籾
殻
は
良

質
な
肥
料
に
な
る
た
め
、
籾
殻
を
焼
く
専
用

の
道
具（
籾も
み

殻が
ら

焼や
き

）も
存
在

し
ま
す
。
そ
の
点
、
ヌ
カ

カ
マ
ド
は
調
理
し
な
が
ら

籾
殻
も
焼
け
る
効
率
の
良

さ
か
ら
、
農
家
の
間
で
人

気
に
な
り
ま
し
た
。
釜
を

置
く
上
部
の
枠
を
付
け
替

え
れ
ば
、
ど
ん
な
サ
イ
ズ

の
釜
で
も
使
え
る
と
い
う

工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
籾
殻
は
薪
よ
り
簡
単
に
燃
え
る
の
で

火
お
こ
し
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
点
火
し
た
ら
燃
え
尽
き
る
ま
で
放
っ
て

お
け
ば
米
が
炊
け
る
た
め
、
火
の
番
を
す
る

必
要
が
な
く
、
家
事
の
〝
時じ

短た
ん

〞
に
も
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
ヌ
カ
カ
マ
ド
が
発
明
さ
れ
た
の
は
明
治
時

代
後
期
頃
で
す
が
、
特
に
流
行
し
た
の
は
昭

和
20
年
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
ま
も

な
く
物
資
が
不
足
し
た
時
期
、
籾
殻
や
お
が

く
ず
で
煮
炊
き
が
出
来
る
道
具
は
重
宝
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ガ
ス
・
電
化
製
品

の
普
及
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
昭
和

30
年
代
を
過
ぎ
る
と
急
速
に
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
一い
っ
世せ
い
を
風ふ
う
靡び

し
た
道

具
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

（
郷
土
博
物
館　
岡
本
夏
実
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
元
年
11
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

8

行
田 

歴
史
系
譜
308

　10月2日、総合公園自由広場で第65回行田市小学校連
合運動会が開催されました。

　市内の小学6年生が参加し、60メートルハードル走や走り高跳び、ボール投
げ、100メートル走など8種目に分かれ、競い合いました。選手たちは日頃の
練習の成果を発揮しようと、抜きつ抜かれつの白熱した勝負を繰り広げてい
ました。

ヌカカマド（行田市郷土博物館蔵）

ヌ
カ
カ
マ
ド
、
一い

っ
せ
い世

を
風ふ

う

靡び

す

萩
原 

万ま

ゆ結 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
30
年
11
月
12
日
生
ま
れ

父
・
理
さ
ん
　
母
・
加
奈
子
さ
ん

「
人
生
、
楽
し
く
!!
」

児
玉 

結ゆ
う
い唯 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
30
年
11
月
３
日
生
ま
れ

父
・
峰
さ
ん
　
母
・
由
樹
さ
ん

小
林 

真し
ん
ば羽 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
30
年
11
月
11
日
生
ま
れ

父
・
和
真
さ
ん
　
母
・
杏
樹
さ
ん

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

「
元
気
い
っ
ぱ
い
、

 

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
♡
」

足
立 

り
ん 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
30
年
11
月
5
日
生
ま
れ

父
・
淳
さ
ん
　
母
・
み
ゆ
き
さ
ん

「
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

小
林 

そ
ら 

ち
ゃ
ん （
斎
条
）

平
成
30
年
11
月
７
日
生
ま
れ

父
・
悟
嗣
さ
ん
　
母
・
か
す
み
さ
ん

橋
本 

献け
ん
の
す
け

之
介 

ち
ゃ
ん （
西
新
町
）

平
成
30
年
11
月
7
日
生
ま
れ

父
・
浩
一
郎
さ
ん
　
母
・
絵
里
子
さ
ん

「
明
る
く
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」

「
癒
し
の
ケ
ン
ケ
ン

 

健
や
か
に
育
っ
て
ね
♡
」

● 11月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、12月3日㈫午前11時から市役所203会議
室で公開抽選を行います。

平成31年1月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成30年 11月生まれ のおともだち
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